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表紙：イングリッシュトライアルで楽しく英会話をする福島中学校の生徒とＡＬＴのハドソンさん（２月26日（火））

ドキドキ緊張するけれど、

英語を話せるって楽しいね！



平成31年度 町政執行方針
○
は
じ
め
に

　

平
成
27
年
10
月
に
町
長
に
就
任

し
、
町
民
か
ら
負
託
さ
れ
た
４
年

の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。「
笑
顔
あ
ふ
れ
る

福
島
町
の
実
現
」
に
向
け
た
、
総

仕
上
げ
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

就
任
以
来
、
思
い
や
り
の
あ
る

行
政
を
め
ざ
し
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
の
基
本
理
念
で
あ
る
“
町

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
”

を
政
治
姿
勢
の
基
軸
と
し
、「
が

ん
ば
る
地
元
企
業
等
応
援
条
例
」、

「
空
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」、「
人
財
育
成
基
金
条
例
」

及
び
「
が
ん
な
ん
か
に
負
け
な
い

基
本
条
例
」
な
ど
を
制
定
し
ま
し

た
。
地
域
が
元
気
に
な
る
こ
と
で

地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
“
地
域

循
環
型
”
の
仕
組
み
を
構
築
す
る

と
と
も
に
、
国
に
先
駆
け
て
実
施

し
て
い
る
保
育
料
の
無
償
化
な

ど
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え

る
仕
組
み
や
、
高
齢
者
福
祉
の
向

　
３
月
９
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
度
町
議
会
定
例
会

３
月
会
議
で
、
鳴
海
町
長
と
前
田
教
育
長
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
の
方
針
で
あ
る
「
町
政
執
行
方
針
」
と
「
教
育
行
政
執
行

方
針
」
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
鳴
海
町
長
と
前
田
教
育
長
が
示
し
た
方
針
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

福島町長　鳴海清春

上
及
び
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
力

を
注
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
の
予
算
を
見
ま
す
と
、
当
初

段
階
で
初
め
て
100
兆
円
の
大
台
を

突
破
し
、
今
年
10
月
の
消
費
税
率

10
％
へ
の
引
き
上
げ
に
備
え
、
景

気
対
策
や
幼
児
教
育
の
無
償
化
な

ど
全
世
帯
型
の
社
会
保
障
制
度
へ

の
転
換
に
向
け
た
施
策
に
重
点
配

分
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

課
題
の
克
服
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
が
持
っ
て
い
る
優
位
性
を
最

大
限
に
生
か
す
こ
と
で
、
地
域
力

を
高
め
、
地
場
の
産
業
の
底
上
げ

を
図
り
、そ
れ
に
よ
り
初
め
て“
ま

ち
”
の
発
展
や
持
続
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
そ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
岩
部
海
岸

及
び
青
の
洞
窟
ク
ル
ー
ズ
を
、
一

般
社
団
法
人
福
島
町
ま
ち
づ
く
り

工
房
に
運
航
委
託
し
、
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
若
い

人
た
ち
を
中
心
に
町
内
初
の
観
光

事
業
の
第
一
歩
が
始
ま
り
ま
す
。

　

様
々
な
困
難
が
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
第
一
歩
が
町
の
観
光
振

興
に
繋
が
る
よ
う
、
地
域
全
体
で

支
援
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
、
長
ら
く
青
函

ト
ン
ネ
ル
の
北
海
道
側
の
工
事
基

地
と
し
て
歩
ん
だ
歴
史
を
ベ
ー
ス

に
、
北
海
道
新
幹
線
の
２
０
３
０

年
、
札
幌
延
伸
に
向
け
て
、
新
幹

線
が
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
最
高
速
度

で
走
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
第

２
青
函
ト
ン
ネ
ル
構
想
を
実
現
す

る
会
」
を
設
立
し
、
構
想
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
た
。
長
い
道
の
り
と
な

り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と
思
い

を
共
有
し
、夢
の
実
現
に
向
け
て
、

青
森
県
及
び
関
係
団
体
と
連
携
を

し
な
が
ら
、
町
民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
か
ら
平
成
の
時
代
へ
と
先

人
た
ち
が
繋
い
で
き
た“
福
島
町
”

を
、
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
未

来
の
子
ど
も
達
へ
脈
々
と
伝
え
引

き
継
ぐ
た
め
、
今
の
時
代
を
生
き

る
私
達
が
勇
気
と
希
望
を
持
っ

て
、
こ
の
大
き
な
変
革
期
に
臆
す

る
こ
と
な
く
、
果
敢
に
立
ち
向
か

い
、
町
民
の
幸
せ
と
豊
か
さ
を
探

求
す
る
姿
勢
を
貫
き
、
ゆ
る
ぎ
な

い
信
念
の
も
と
、
思
い
や
り
の
あ

る
行
政
を
職
員
と
と
も
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲「第２青函トンネルを実現する会」
　の設立総会
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▲�福島商業高等学校の生徒による
　新潮祭のパレード

▲陸上アワビの養殖に用いる
　流下堰水槽

○
町
政
の
基
本
方
針

　

平
成
31
年
度
は
、「
第
５
次
福

島
町
総
合
計
画
前
期
計
画
」
の
最

終
年
と
な
り
ま
す
の
で
、
計
画
で

掲
げ
た
テ
ー
マ
の
「
力
を
合
わ
せ

　

新
た
な
時
代
を
築
き　

次
代
に

つ
な
ぐ
福
島
」の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
で
政
策
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
し
て

は
、
第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
の

基
本
計
画
及
び
実
施
計
画
を
基
本

と
し
、
引
き
続
き
、
が
ん
ば
る
地

元
企
業
等
応
援
事
業
助
成
や
保
育

料
の
無
償
化
な
ど
、
産
業
振
興
に

繋
が
る
事
業
や
子
育
て
支
援
等
に

関
す
る
予
算
を
中
心
に
積
極
的
に

措
置
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
人

口
減
少
が
続
き
、
生
産
人
口
の
減

少
に
よ
り
町
の
財
政
基
盤
と
な
る

町
税
及
び
地
方
交
付
税
が
年
々
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
建
設
事
業
の
優

先
度
に
よ
る
選
択
や
事
業
量
の
見

直
し
、
さ
ら
に
実
施
年
度
の
変
更

等
を
行
い
、
全
体
事
業
費
並
び
に

計
上
事
業
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
構
成
が
大
き
く

変
化
す
る
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
維
持
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
個
々
の
職
員
が
連
携
協
力
し
、

組
織
力
を
高
め
な
が
ら
、
町
民
が

求
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
改
革
は
、
第
４
次
福
島
町

行
政
改
革
大
綱
に
よ
り
機
構
再
編

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

31
年
度
中
に
第
５
次
行
政
改
革
大

綱
を
検
討
す
る
た
め
、
庁
内
検
討

　

な
お
、
福
島
町
教
育
大
綱
は
、

策
定
後
３
年
を
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
総
合
計
画
の
後
期
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
改
定
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

☆
産
業
の
再
生
に
よ
る
雇
用

　

の
創
出

　

当
町
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少

と
と
も
に
就
業
者
人
口
も
減
少
し

て
お
り
、
特
に
、
49
歳
以
下
の
就

業
者
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
生

産
年
齢
人
口
の
維
持
は
重
要
な
課

題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
を
中
心
に
、
産
業

基
盤
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、

地
場
の
生
産
力
を
高
め
、
町
内
経

済
が
循
環
す
る
こ
と
で
、
町
の
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
制
定
し
た
「
福

島
町
が
ん
ば
る
地
元
企
業
等
応
援

条
例
」
は
、
今
年
が
３
年
目
と
な

り
ま
す
。
一
定
程
度
、
事
業
の
継

続
に
繋
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
が
、
地
元
企
業
の
持
続
的
な

事
業
の
継
承
に
向
け
て
、
平
成
31

年
度
も
引
き
続
き
経
済
的
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
31
年
度
中
に
支
援

内
容
の
検
証
を
実
施
し
、
２
０
２

０
年
度
か
ら
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
予
算
規

模
の
圧
縮
を
念
頭
に
、
制
度
の
改

正
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
の
基
盤
と
な
る
漁

港
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
る

第
３
種
福
島
漁
港
の
直
轄
特
定
漁

港
漁
場
整
備
事
業
に
よ
り
整
備
が

進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
道
に
よ

る
第
２
種
吉
岡
漁
港
は
、
少
し
計

と
並
行
し
て
、
外
部
組
織
で
あ
る

「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
に
お

い
て
、協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
の
統
廃
合
、
委

員
定
数
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
の
協
議
が
整
っ
て
い

る
も
の
か
ら
、
行
政
改
革
大
綱
に

先
駆
け
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
第
５
次
福
島
町
総
合

計
画
の
後
期
実
施
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
度
中
に
ま
と
め
上

げ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
総
合
計
画
審
議
会

等
に
お
い
て
町
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
政
策
に
反
映
す
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

○
主
な
施
策
の
推
進

　

平
成
31
年
度
に
お
け
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
第
５
次
福
島
町
総

合
計
画
の
「
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
」
の
実
現
に
向
け
、
次
の
重

点
施
策
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

　

等
の
育
成

　

町
で
は
、
次
世
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
等
の
育
成
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
推
進
し
、
こ
れ
ま
で
大
人

か
ら
子
ど
も
ま
で
、
仕
事
、
文
化

及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
必
要
な
資
格
や
研
修
、
児
童
生

徒
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
必
要
な
検

定
等
、
幅
広
い
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か

ら
」
の
視
点
で
、
人
材
育
成
か
ら

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

引
き
続
き
「
福
島
町
人
財
育
成
基

金
条
例
」
の
積
極
的
な
活
用
を
促

し
、
町
の
将
来
を
担
う
あ
ら
ゆ
る

画
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
福
島
漁
港
内
で
取
組
を

進
め
て
い
る
「
ア
カ
モ
ク
生
産
・

活
用
調
査
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
平
成
31
年
度
も
引
き
続
き
調

査
研
究
を
実
施
し
、
事
業
化
に
向

け
て
関
係
機
関
と
連
携
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

株
式
会
社
ヤ
マ
ザ
キ
と
連
携
し

て
い
る「
食
べ
る
昆
布
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
今
年
が
３
年
目
と
な
り

ま
す
。
本
格
的
な
事
業
化
に
向
け

て
、
現
地
法
人
の
株
式
会
社
北
海

シ
ー
ウ
ィ
ー
ド
及
び
福
島
吉
岡
漁

業
協
同
組
合
と
連
携
を
深
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
新
た
な
陸
上
養
殖
技

術
の
開
発
に
よ
る
蝦
夷
ア
ワ
ビ
ブ

ラ
ン
ド
化
事
業
」
は
、
現
在
、
約

13
万
個
を
収
容
し
、
順
調
に
飼
育

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

安
定
的
な
生
産
体
制
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
販
路
開
拓
の
た
め
の

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
、
本
格
的
な
販
売

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

分
野
で
の
人
材
の
育
成
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
材
育
成
や
産
業
振
興

に
つ
な
が
る
事
業
を
中
心
に
、
包

括
連
携
を
締
結
し
て
い
る
東
京
農

業
大
学
、
公
立
は
こ
だ
て
未
来
大

学
及
び
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大

学
水
産
科
学
研
究
院
並
び
に
北
海

道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド

科
学
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
に
お
い
て
は
、
２

０
２
０
年
度
か
ら
の
小
学
校
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
実
施
に
向
け

て
、
新
た
に
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を
、

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
な
ど
と

連
携
し
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

北
海
道
福
島
商
業
高
等
学
校
の

存
続
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
各

種
の
存
続
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し

た
が
、
少
子
化
と
相
ま
っ
て
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
と
の
認
識
の

下
、
存
続
に
向
け
た
新
た
な
対
策

と
し
て
、
今
後
の
高
等
学
校
の
在

り
方
を
関
係
機
関
と
協
議
す
る
と

と
も
に
、
西
部
四
町
の
共
通
の
課

題
と
捉
え
、
連
携
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
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水
産
加
工
業
は
、
全
国
的
な
イ

カ
の
不
漁
に
伴
う
原
料
不
足
に
よ

る
価
格
の
高
騰
が
収
益
圧
迫
の
一

因
と
な
る
な
ど
、
漁
業
者
を
含
め

大
変
厳
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
緩
和
に
向
け

て
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
原
料
確
保
の
た
め
の
輸
入

枠
の
拡
大
な
ど
に
加
え
、
不
漁
の

原
因
の
一
つ
で
あ
る
北
朝
鮮
等
に

よ
る
違
法
操
業
の
適
切
な
対
応
等

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
国
や
道

な
ど
へ
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
は
、
現
在
１
名
の
方
が
農

林
業
担
い
手
養
成
事
業
を
活
用
し

て
お
り
、
今
年
度
で
当
該
事
業
に

よ
る
支
援
が
終
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
本
格
的
な
就
農
に
向
け
、
農

業
協
同
組
合
等
の
関
係
団
体
と
連

携
し
、支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

林
業
は
、
森
林
整
備
の
効
率
化

を
図
る
た
め
、
林
道
の
維
持
補
修

や
林
業
専
用
道
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
町
有
林
の
多
面
的
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
町
有
林
造

成
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
北
海
道
が
事
業
主
体
の

広
域
基
幹
林
道
島
前
線
改
良
事
業

は
、
平
成
31
年
度
は
道
路
の
開
通

を
最
優
先
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
、
町
有
林
を
含
む

一
般
民
有
林
２
，
１
８
３
ｈ
ａ
が

森
林
認
証
（
Ｆ
Ｍ
）
を
取
得
し
、

ま
た
、
福
島
町
森
林
組
合
が
Ｃ
ｏ

Ｃ
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後

は
、
地
域
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
て
、
認
証
材
の
利
活
用
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

森
林
組
合
の
再
建
計
画
は
、
債

務
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が

☆
若
者
等
の
定
住
対
策
・

　

子
育
て
環
境
の
充
実

　

若
者
・
子
育
て
世
代
が
当
町
で

の
生
活
に
希
望
を
持
ち
な
が
ら
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
定
住
促
進

住
宅
等
奨
励
事
業
や
保
育
料
、
給

食
費
等
の
無
償
化
、
出
産
祝
金
及

び
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

等
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

保
育
料
は
、
消
費
税
の
増
税
と

併
せ
て
、
国
が
今
年
の
10
月
か
ら

無
償
化
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

平
成
31
年
度
か
ら
国
の
財
源
手
当

て
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
幼
児
期
の

保
育
・
教
育
の
一
体
的
な
提
供
を

図
り
、
保
育
機
能
と
教
育
機
能
の

充
実
に
努
め
、
質
の
高
い
特
色
あ

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
住
民
ニ
ー

ズ
へ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
親

子
で
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
や
保
護

者
同
士
の
交
流
、育
児
相
談
な
ど
、

子
育
て
に
関
し
気
軽
に
話
が
で
き

る
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
子
育
て
の
拠
点

施
設
と
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
の
構
築
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

学
童
保
育
は
、
保
護
者
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
運
営
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
近
年
保
育
士
の
確
保
が

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
安

定
的
な
保
育
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
引
き
続
き
、
保
育
士
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
「
福

島
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
」

順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
平
成
31

年
度
も
引
き
続
き
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
健
全
化

に
向
け
た
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
は
、
エ
ゾ
シ
カ

に
よ
る
農
林
被
害
が
依
然
と
し
て

多
く
、
駆
除
数
も
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
特
に

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
多
く
、
有
害
鳥

獣
に
対
応
す
る
ハ
ン
タ
ー
の
負
担

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

解
体
作
業
等
に
お
け
る
ハ
ン
タ
ー

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
業
は
、
町
内
経
済
の
活
性

化
を
目
指
し
、
福
島
町
商
工
会
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
福
島
町

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」
に

基
づ
き
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
発
展
、
経
営
の
向
上
及
び
改
善

が
図
ら
れ
る
よ
う
、「
福
島
町
が

ん
ば
る
地
元
企
業
等
応
援
条
例
」

及
び
「
福
島
町
人
財
育
成
支
援
事

業
」
に
よ
り
、
企
業
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
消
費
を
拡
大
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、
商
工
会
に

よ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
及
び
商
店
街
に
ぎ
わ
い
創
出
事

業
等
を
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
総
務
省
に

お
い
て
返
礼
品
な
ど
の
取
り
扱
い

基
準
等
に
一
定
の
ル
ー
ル
が
設
け

ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
は
そ

の
ル
ー
ル
の
下
で
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
積
極
的
な
獲
得
を
図
る
た

め
、
地
元
水
産
加
工
業
者
等
と
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
地
場
産

品
の
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

観
光
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進

は
、
平
成
31
年
度
が
計
画
の
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

子
育
て
家
庭
の
状
況
を
把
握
し
、

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
や
子

育
て
支
援
事
業
の
ニ
ー
ズ
等
を
踏

ま
え
、
次
期
に
向
け
た
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
や
若
者
の
定
住
促

進
住
宅
の
整
備
は
、
平
成
30
年
度

に
地
質
や
測
量
な
ど
の
調
査
業
務

が
終
了
し
て
い
ま
す
。
平
成
31
年

度
は
、
隣
接
す
る
民
有
地
の
購
入

を
計
画
し
て
お
り
、
定
住
促
進
住

宅
建
設
予
定
地
の
総
合
的
か
つ
一

体
的
な
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

☆
が
ん
予
防
対
策
の
充
実

　

人
生
100
年
時
代
に
お
い
て
、
町

民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
い
つ

ま
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め

に
は
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
に
関

心
を
持
つ
と
と
も
に
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

努
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
町
民

の
健
康
意
識
向
上
を
図
る
取
組
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

交
付
金
を
活
用
し
、「
岩
部
海
岸

ク
ル
ー
ズ
事
業
」
を
本
格
運
航
す

る
と
と
も
に
、
当
町
の
潜
在
的
な

地
域
資
源
や
歴
史
的
な
資
源
を
活

用
し
、
観
光
振
興
に
向
け
た
情
報

発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

運
航
に
つ
い
て
は
、「
一
般
社
団

法
人
福
島
町
ま
ち
づ
く
り
工
房
」

へ
の
委
託
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
殿
様
街
道
探
訪
ウ
ォ
ー

ク
、
千
軒
そ
ば
の
花
観
賞
会
及
び

新
そ
ば
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

運
営
主
体
と
の
連
携
を
図
る
こ
と

で
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
中
止
と
な
っ
た
九
重
部
屋

の
夏
合
宿
は
、
先
代
九
重
親
方
が

稽
古
の
様
子
を
地
元
の
方
々
に
多

く
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
こ
れ
ま
で
お
盆
時
期
に
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
夏
季
に
お

け
る
相
撲
協
会
の
地
方
巡
業
な
ど

で
力
士
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
過

密
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
実
施

時
期
を
変
更
す
る
方
向
で
九
重
親

方
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲新そば祭りでのそば打ち体験

▲子育て支援センターの遊具で
　のびのびと遊ぶ子ども達
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各
種
健
診
に
よ
る
予
防
医
療
を

は
じ
め
、
栄
養
、
食
生
活
や
運
動

な
ど
の
生
活
習
慣
全
般
を
改
善
で

き
る
よ
う
、
健
康
相
談
、
健
康
料

理
教
室
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

医
療
費
の
抑
制
は
、
町
民
の
健

康
維
持
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

証
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
健
全
な
財

政
運
営
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
町
は
早

く
か
ら
「
福
島
町
が
ん
な
ん
か
に

負
け
な
い
基
本
条
例
」を
制
定
し
、

が
ん
検
診
な
ど
の
検
診
率
の
向
上

や
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
福
島
町
三
師
会
等

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
が

ん
検
診
の
無
料
化
を
は
じ
め
、
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
未
受
診
者
へ
の

個
別
勧
奨
と
再
勧
奨
を
行
う
コ
ー

ル
・
リ
コ
ー
ル
事
業
を
実
施
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿
命
の

延
伸
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
法
の
改
正
に

基
づ
き
、
町
内
会
館
等
も
含
め
た

公
共
施
設
の
禁
煙
化
に
向
け
た
対

応
な
ど
、
受
動
喫
煙
防
止
の
一
層

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
町
内
の
事
業

所
な
ど
へ
の
出
前
講
座
の
開
催
、

役
場
庁
舎
の
懸
垂
幕
を
利
用
す
る

な
ど
、
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
な

が
ら
、
町
全
体
で
が
ん
撲
滅
に
向

け
た
予
防
普
及
活
動
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

で
議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
間
幹
線
系
統
松
前
木
古
内

線
は
、
町
内
外
へ
の
通
勤
・
通
学

等
の
交
通
手
段
と
し
て
、
多
く
の

町
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

使
用
す
る
車
両
の
老
朽
化
が
著
し

い
こ
と
か
ら
、
安
全
な
運
行
を
確

保
す
る
た
め
、
事
業
者
の
函
館
バ

ス
よ
り
車
両
更
新
に
係
る
費
用
の

一
部
支
援
の
要
望
が
な
さ
れ
て
お

り
、
沿
線
４
町
と
対
応
す
る
こ
と

で
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
は
、

指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
、
お
客
様
の
満
足
度
の
向
上
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、「
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
、
健
全
な
保
険
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に

伴
い
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や

認
知
症
の
方
も
増
え
る
傾
向
に
あ

り
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
適
切
に
対
応
し
な

が
ら
、
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
相
談
体
制
の

充
実
と
、
医
療
と
介
護
の
連
携
に

努
め
て
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
運
営

規
模
が
広
域
的
な
都
道
府
県
単
位

に
移
行
し
て
２
年
度
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。　

　

広
域
化
の
移
行
に
伴
う
保
険
税

の
基
準
は
、
引
き
続
き
現
行
の
税

率
の
水
準
を
維
持
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年
度
の
状

況
を
踏
ま
え
て
、
将
来
的
に
は
保

☆
高
齢
者
等
の
安
心
安
全
な

生
活
環
境
の
充
実

　

高
齢
の
方
や
障
が
い
を
持
つ
方

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
行
政
の
行

う
施
策
に
加
え
、
町
民
が
お
互
い

を
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
で
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
生
活
す

る
上
で
の
様
々
な
課
題
に
対
し
、

「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」の
下
、

町
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担

し
、
相
互
の
連
携
を
図
り
、
そ
の

機
能
を
円
滑
に
機
能
さ
せ
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、

引
き
続
き
各
関
係
機
関
と
も
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
一

層
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
福
祉
は
、「
福
島
町
第
２

期
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
推

進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
計

画
は
、
平
成
31
年
度
が
計
画
の
最

終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
次
期

計
画
の
策
定
に
向
け
て
検
証
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
な
計
画
策
定

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
、
当
町
で
は
持
続

的
な
地
域
医
療
を
提
供
す
る
た

め
、
町
立
に
よ
る
診
療
所
「
や
ま

険
税
の
平
準
化
に
対
応
し
た
税
率

の
改
正
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

各
種
保
険
事
業
の
実
施
に
よ
り
医

療
費
の
適
正
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
は
、
高

齢
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
必
要
な

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
円
滑
な
制

度
の
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
は
、「
福
島
町

第
５
次
障
が
い
福
祉
計
画
」
に
基

づ
き
、
地
域
生
活
支
援
事
業
や
自

立
支
援
給
付
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

円
滑
に
行
う
と
と
も
に
、
障
が
い

の
あ
る
方
が
日
常
生
活
や
社
会
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
持
続
可
能
な
運

営
基
盤
の
安
定
確
保
を
図
る
た

め
、
上
水
道
事
業
か
ら
簡
易
水
道

事
業
へ
認
可
変
更
す
る
予
定
で

す
。
引
き
続
き
安
心
・
安
全
な
水

の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、
有

利
な
財
源
制
度
を
活
用
し
な
が
ら

老
朽
配
水
管
の
更
新
等
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

町
道
の
改
良
等
及
び
橋
梁
の
長

寿
命
化
は
、
各
町
内
会
の
要
望
等

も
踏
ま
え
、
緊
急
性
や
優
先
度
を

判
断
す
る
と
と
も
に
、
財
政
状
況

も
考
慮
し
な
が
ら
実
施
計
画
に
基

づ
き
事
業
を
推
進
し
、
安
全
な
交

通
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

合
併
浄
化
槽
の
設
置
は
、
よ
り

一
層
の
利
用
促
進
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

を
推
進
し
、
水
洗
化
の
普
及
に
よ

る
快
適
な
居
住
環
境
の
創
出
と
大

切
な
自
然
環
境
を
守
り
、
水
質
汚

濁
防
止
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
、

設
置
に
伴
う
補
助
及
び
融
資
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

ゆ
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
し
、

福
島
地
区
に
お
け
る
医
療
提
供
体

制
を
確
保
し
ま
し
た
。
民
間
の
医

療
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
に
密
着
し
た
診
療
所
と

し
て
、
町
民
の
健
康
維
持
、
増
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
の
安

定
的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
は
、
当
町
の
高
齢

化
率
は
46
％
を
超
え
る
と
い
う
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

長
年
町
の
発
展
の
た
め
に
寄
与
さ

れ
た
高
齢
者
の
方
々
が
、
生
き
が

い
を
持
ち
な
が
ら
生
活
で
き
る
地

域
を
目
指
し
て
、
介
護
予
防
、
生

活
支
援
、
健
康
づ
く
り
や
見
守
り

活
動
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
等
冬
の
生
活
支

援
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
立
し
た
生
活
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
島
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
交

通
空
白
地
の
解
消
及
び
高
齢
者
等

の
交
通
弱
者
の
外
出
機
会
を
確
保

す
る
た
め
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
の
方
々
か
ら
利
用
料
金
に

対
す
る
見
直
し
の
声
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
福
島
町
地
域
公
共

交
通
確
保
維
持
改
善
協
議
会
の
中

▲�保健師による健康フェスティバ
ルでの血圧測定

▲やまゆりクリニックの
開院セレモニー
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家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
は
、
４
月
か
ら
集
団
資
源
回
収

で
き
る
品
目
に
「
空
き
缶
」
を
追

加
す
る
な
ど
、
町
内
会
と
も
連
携

し
な
が
ら
、
ゴ
ミ
減
量
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

国
道
及
び
道
道
は
、
各
町
内
会

か
ら
維
持
や
改
修
等
の
要
望
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
に
対
し

適
切
な
維
持
管
理
や
道
路
改
良
の

早
期
実
施
に
向
け
て
要
請
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

町
道
の
改
良
及
び
橋
梁
の
長
寿

命
化
は
、
各
町
内
会
の
要
望
な
ど

も
踏
ま
え
、
緊
急
性
や
優
先
度
を

判
断
す
る
と
と
も
に
、
財
政
状
況

も
考
慮
し
な
が
ら
実
施
計
画
に
基

づ
き
事
業
を
推
進
し
、
安
全
な
交

通
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

町
営
住
宅
建
替
事
業
は
、
平
成

30
年
度
の
入
居
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、
当
初
の
２
棟
８
戸
の
事
業
内

容
を
見
直
し
、
平
成
31
年
度
は
１

棟
４
戸
を
建
設
す
る
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
居
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、
入
居
要
件

等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
町
営

住
宅
の
入
居
率
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
は
、「
空
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
施
行

後
、
自
主
的
な
解
体
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
す
。
ま
た
、
一
部
の
危

険
空
家
も
解
体
が
進
む
な
ど
の
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

定
程
度
初
期
の
目
標
は
達
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
撤
去
要
請
に
従
わ
ず

依
然
と
し
て
放
置
さ
れ
る
危
険
空

家
が
多
く
あ
り
、
町
内
会
か
ら
の

て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
要
な
財
源

で
あ
る
普
通
交
付
税
は
、
国
の
出

口
ベ
ー
ス
と
前
年
度
実
績
な
ど
を

考
慮
し
、当
初
予
算
で
は
１
．８
％

増
と
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
産
業
基
盤
の
充
実

を
図
る
た
め
、
農
林
水
産
業
や
商

工
業
事
業
者
へ
の
が
ん
ば
る
地
元

企
業
等
応
援
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
少
子
高
齢
化

に
伴
う
定
住
対
策
と
、
町
営
住
宅

建
設
や
生
活
道
路
の
環
境
整
備
、

更
に
は
老
朽
化
し
て
い
る
生
活
館

等
の
再
編
整
備
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
新
設

し
た
町
立
診
療
所
特
別
会
計
や
広

域
化
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
な
ど
の
特
別
会
計
も
含
め
、

国
や
道
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
各
種
施
策
を
積
極
的
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様

が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
を
目
指
し
、
今
後
も
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
む
す
び

　

以
上
、
平
成
31
年
度
の
町
政
執

行
に
臨
む
に
あ
た
り
私
の
所
信
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

思
い
や
り
の
あ
る
行
政
を
め
ざ

し
、「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
で
あ
る
町
民
と
、
町

民
か
ら
ま
ち
づ
く
り
の
仕
事
を
託

さ
れ
た
議
会
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
本
町

を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
基
盤

産
業
で
あ
る
水
産
業
を
基
軸
に
浜

解
体
要
望
も
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
31
年
度
か
ら
条
例
に
基
づ
い

た
行
政
代
執
行
を
視
野
に
、
町
民

の
不
安
の
解
消
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

防
災
は
、
近
年
の
気
象
変
動
に

よ
り
、
当
町
を
取
り
巻
く
環
境
も

変
化
し
て
お
り
、
福
島
川
洪
水
浸

水
区
域
、
津
波
浸
水
水
位
等
、
新

た
に
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
を
取

り
込
む
等
「
防
災
計
画
」
全
体
の

見
直
し
を
平
成
31
年
度
に
着
手
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
防
災
訓
練

に
つ
い
て
は
、
内
容
・
方
法
等
の

具
体
的
な
災
害
を
想
定
し
た
中
で

実
施
の
上
、
町
民
の
さ
ら
な
る
防

災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠

点
で
あ
る
各
町
内
会
館
等
は
、
再

編
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
、
統
廃

合
を
進
め
て
お
り
、
平
成
30
年
度

は
３
町
内
会
館
を
解
体
し
、
１
施

設
を
建
設
し
ま
し
た
。
平
成
31
年

度
は
１
施
設
を
解
体
・
新
築
、
１

か
所
の
改
修
を
予
定
し
て
お
り
、

引
き
続
き
各
町
内
会
と
協
議
を
行

う
と
と
も
に
、
再
編
計
画
に
基
づ

の
生
産
力
を
高
め
、
地
域
経
済
を

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
住

む
す
べ
て
の
町
民
が
笑
顔
に
な
る

よ
う
な
政
策
の
実
行
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

町
長
に
就
任
以
来
、
地
元
企
業

の
事
業
継
続
や
子
育
て
支
援
に
政

策
予
算
を
重
点
配
分
し
て
き
ま
し

た
が
、
第
５
次
福
島
町
総
合
計
画

の
前
期
計
画
の
最
終
年
と
な
る
平

成
31
年
度
の
予
算
に
あ
っ
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
町
の
持
続
的
な
運
営
を
維
持

す
る
た
め
、
関
連
予
算
に
対
し
て

引
き
続
き
積
極
的
な
予
算
配
分
と

し
て
い
ま
す
。

　

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
今
、

平
成
の
時
代
か
ら
新
た
な
時
代
へ

と
転
換
を
迎
え
、
大
き
く
時
代
が

変
化
す
る
中
で
、
機
警
虚
明
（
き

け
い
き
ょ
め
い
）
の
姿
勢
で
新
た

な
時
代
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
に
向
か
っ
て
町
民

と
と
も
に
、
福
島
町
の
新
時
代
を

切
り
開
い
て
い
く
た
め
、町
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
そ
の
責
任
を
果
た
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
民
並
び
に
町
議

会
議
員
の
皆
様
か
ら
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
、
い
た
だ
い
た
多
く
の

意
見
や
提
言
に
、
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
皆
様
の
思
い
に
誠
実
に
向
き

合
い
、
町
民
の
思
い
に
寄
り
添
っ

た
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
町
政
の

推
進
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
、
町
民
の
皆
様
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
並
び
に
町
議
会

議
員
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援

を
引
き
続
き
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
町
政
執
行
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

く
整
理
統
合
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
○
平
成
31
年
度
予
算
概
要

　

国
に
お
け
る
地
方
財
政
対
策
と

し
て
、地
方
の
一
般
財
源
総
額
は
、

前
年
度
を
上
回
る
62
兆
７
千
億
円

を
確
保
し
、
地
方
税
が
増
収
と
な

る
中
、
地
方
交
付
税
総
額
は
７
年

ぶ
り
の
増
額
と
な
り
、
16
兆
１
千

８
百
９
億
円
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
18
％
の

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
け
る
予
算
編
成
は
、

第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
及
び
第

２
次
福
島
町
ま
ち
づ
く
り
行
財
政

推
進
プ
ラ
ン
を
基
軸
と
し
、
有
利

な
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

事
業
推
進
に
向
け
た
予
算
計
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
町
税
の
町
民
税
に

お
い
て
個
人
、
法
人
と
も
前
年
並

み
の
計
上
と
し
て
い
ま
す
が
、
平

成
29
年
度
か
ら
増
額
と
な
っ
た
北

海
道
新
幹
線
開
業
に
伴
う
償
却
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
は
、
大
臣

及
び
知
事
配
分
が
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
町
税
全
体
で
は
対
前

年
比
２
千
４
百
万
円
の
減
と
な
っ

▲�胆振東部地震に伴う停電時の
充電コーナーの設置

▲�平成30年度に建設した宮歌・
豊浜生活館
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心
と
し
た
読
書
習
慣
の
定
着
化
に

向
け
て
、
家
庭
、
幼
稚
園
・
保
育

所
、
学
校
及
び
図
書
室
の
各
段
階

に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
吉
岡
総
合
セ
ン
タ
ー
及

び
移
動
図
書
に
よ
る
図
書
貸
出
等

を
高
め
る
工
夫
を
進
め
、
よ
り
多

く
の
町
民
の
皆
様
が
読
書
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

２　

幼
児
教
育
、
学
校
教
育

（
１
）
幼
児
教
育

　

北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
幼

児
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
層

理
解
を
深
め
、
質
の
高
い
教
育
の

提
供
を
め
ざ
し
、、
平
成
30
年
12

月
に
「
北
海
道
幼
児
教
育
振
興
基

本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

指
針
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
に
育
っ
て
ほ

し
い
10
項
目
の
姿
を
踏
ま
え
、
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
小
学

○
は
じ
め
に

　

私
た
ち
に
は
、
先
人
が
積
み
重

ね
た
歴
史
を
振
り
返
り
、
そ
の
偉

業
に
感
謝
し
な
が
ら
、
託
さ
れ
た

貴
重
な
財
産
を
受
け
継
ぐ
と
と
も

に
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
こ

の
先
の
未
来
に
引
継
い
で
い
く
責

務
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
人
工
知
能

を
は
じ
め
と
す
る
急
速
な
技
術
革

新
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
層
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
に
は
、
こ
う

し
た
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
向

き
合
い
な
が
ら
、
自
ら
の
可
能
性

を
発
揮
し
、
未
来
を
切
り
拓
く
力

を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
島
町
教
育
委
員
会
は
、
子
ど

も
達
が
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、
多
様
性
を
尊
重
し
、

共
に
支
え
合
い
な
が
ら
、
将
来
の

福
島
町
を
支
え
る
た
く
ま
し
い
人

材
に
育
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
教
育
の
充

実・発
展
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

教
育
大
綱
の
基
本
理
念
を
踏
ま

校
の
関
係
者
と
、
各
項
目
に
対
す

る
取
組
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
幼
稚
園
に

対
す
る
運
営
費
の
助
成
や
学
校
給

食
の
無
償
提
供
等
の
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

（
２
）
小
中
学
校
の
教
育　

　

小
中
学
校
の
教
育
は
、
各
学
校

長
の
学
校
経
営
方
針
の
下
、
次
期

学
習
指
導
要
領
を
見
据
え
た
授
業

等
を
基
本
と
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
可
能

性
を
伸
ば
し
、
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技

能
の
習
得
、
並
び
に
思
考
力
、
判

断
力
、
表
現
力
等
の
育
成
と
、
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
の

涵
養
を
目
指
す
教
育
の
充
実
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
、
各
学
校
に

お
け
る
指
導
工
夫
改
善
や
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に
よ
る
習
熟

度
に
応
じ
た
個
別
指
導
の
対
応
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
授
業
改
善
の

取
り
組
み
を
強
化
し
、
家
庭
や
地

域
と
連
携
を
図
り
、
家
庭
学
習
の

定
着
化
に
各
学
校
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
小
学
校
に
お
け
る
学
校
選
択
制

は
、
平
成
30
年
11
月
に
全
在
校
児

童
保
護
者
並
び
に
新
入
学
予
定
児

童
保
護
者
か
ら
の
希
望
を
基
本
と

し
て
、
通
学
す
べ
き
小
学
校
を
指

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
従
来
の
吉

え
、
第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
及

び
第
６
次
福
島
町
社
会
教
育
中
期

計
画
に
基
づ
き
、
各
分
野
に
お
け

る
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

１　

生
涯
学
習
（
推
進
体
制
）

（
１
）
推
進
体
制

　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
学
習

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

単
位
団
体
と
連
携
し
、
団
体
内
で

の
指
導
者
の
養
成
を
図
る
と
と
も

に
、
新
た
な
指
導
者
の
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
社
会
教
育
の
専
門
的
な

事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

北
海
道
教
育
委
員
会
に
対
し
て
社

会
教
育
主
事
の
派
遣
を
要
請
し
、

併
せ
て
事
務
局
職
員
の
社
会
教
育

主
事
へ
の
養
成
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し

て
、
所
管
す
る
委
員
会
の
う
ち
、

三
つ
の
委
員
会
委
員
定
数
の
見
直

し
を
行
い
、
関
連
条
例
の
一
部
改

正
議
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

第
５
次
福
島
町
総
合
計
画
後
期

実
施
計
画
に
お
い
て
、
今
後
の
施

設
改
修
等
の
基
本
方
針
を
整
理
し

て
い
き
ま
す
。

（
３
）
図
書
室
、
図
書
活
動

　
「
第
２
次
福
島
町
子
ど
も
読
書

活
動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
０

歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
中

平成31年度
教 育 行 政 執 行 方 針

教育長　前田　勝広

▲よみきかせの会による
　絵本の読み聞かせ
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２
０
２
０
年
度
以
降
に
「
福
島
町

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計
画
」
を

策
定
し
、
当
町
に
お
け
る
目
標
耐

用
年
数
・
目
標
更
新
年
度
を
設
定

し
、
適
正
な
維
持
管
理
と
延
命
策

を
図
る
こ
と
で
、
一
定
水
準
の
教

育
・
学
習
等
の
環
境
を
長
期
間
に

わ
た
っ
て
維
持
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
最

小
限
の
維
持
管
理
経
費
で
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

教
員
住
宅
は
、
平
成
30
年
度
に

引
き
続
き
、住
環
境
向
上
の
た
め
、

１
棟
４
戸
の
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
化
及

び
浄
化
槽
設
置
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

（
５
）
高
等
学
校

　

平
成
30
年
３
月
に
北
海
道
教
育

委
員
会
が
策
定
し
た
「
こ
れ
か
ら

の
高
校
づ
く
り
に
関
す
る
指
針
」

に
お
い
て
、
従
来
の
「
地
域
キ
ャ

ン
パ
ス
校
」
を
「
地
域
連
携
特
例

校
」
と
名
称
を
改
め
、
統
合
再
編

の
要
件
を
条
件
付
で
は
あ
り
ま
す

が
、
20
人
未
満
か
ら
離
島
並
み
の

10
人
未
満
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
30

年
度
の
入
学
者
は
14
人
で
、
本
年

度
の
第
一
次
出
願
状
況
は
13
人
と

な
っ
て
お
り
、
２
年
続
け
て
20
人

を
下
回
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
存

続
対
策
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
海
外
研
修

の
実
施
に
向
け
て
、
学
校
等
と
の

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
当
町
に
お
け
る
今
後
の

岡
小
学
校
の
通
学
区
域
内
か
ら
福

島
小
学
校
へ
の
希
望
児
童
は
３
名

で
、
福
島
小
学
校
の
通
学
区
域
内

か
ら
吉
岡
小
学
校
へ
の
希
望
児
童

は
０
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
両
小
学
校
の
児
童
数
及

び
学
級
数
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

教
職
員
の
配
置
を
含
め
、
適
切
な

学
校
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
及
び
情
報
技
術
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
活
用
し
て
、
問
題
を

発
見
・
解
決
し
た
り
自
分
の
考
え

方
を
形
成
し
た
り
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付

け
る
学
習
指
導
の
一
環
と
し
て
、

平
成
30
年
度
に
お
い
て
全
児
童
生

徒
に
配
置
し
ま
し
た
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末
を
有
効
に
活
用
し
た
教

育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

学
校
現
場
に
お
け
る
教
職
員
の

時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
向
け
て
平

成
30
年
度
に
策
定
し
た
「
学
校
に

お
け
る
働
き
方
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
及
び
教

育
委
員
会
の
役
割
を
明
確
に
し

て
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
各

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
横
綱
の
里
づ
く
り
」
の
一
環

と
し
て
、
平
成
30
年
度
よ
り
相
撲

の
指
導
・
普
及
を
目
的
に
勤
務
し

て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

２
年
目
の
活
動
に
入
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、小
中
学
校
と
連
携
し
、

相
撲
教
室
や
各
種
相
撲
大
会
を
行

い
、
相
撲
に
親
し
む
児
童
生
徒
を

増
や
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
中
学
校
に
お
け

高
等
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

町
長
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
６
）
奨
学
金
制
度

　

現
行
の
三
つ
の
奨
学
資
金
に
つ

い
て
は
、
利
用
拡
大
に
つ
な
げ
る

た
め
に
引
き
続
き
制
度
周
知
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

３　

社
会
教
育
、
青
少
年
の
育
成

（
１
）
幼
児

　

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
保

護
者
及
び
教
諭
等
と
幼
児
向
け
の

演
劇
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
持

ち
な
が
ら
、
よ
り
幼
児
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
２
）
児
童
・
生
徒

　

望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
体
験
と

自
主
的
に
学
習
す
る
習
慣
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
通
学
合
宿
」
へ
の
児
童
の
参
加

割
合
を
増
や
す
た
め
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
及
び
各
少
年
団
と
の
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
過
程
に
応
じ
た
各

種
講
座
の
開
催
と
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
表
現
力
を
育
成
す
る
青

少
年
の
主
張
大
会
を
継
続
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
４
月
に
宣
言
し
た

「
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル
」
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
３
）
一
般
（
高
齢
者
学
級
以
外
）

　

文
化
団
体
協
議
会
会
員
等
と
協

議
を
行
い
、
よ
り
魅
力
の
あ
る
生

活
講
座
の
開
催
に
取
り
組
み
ま

す
。
併
せ
て
、
各
団
体
等
の
主
体

性
を
尊
重
し
た
地
域
生
活
学
級
の

開
催
を
積
極
的
に
支
援
し
、
町
民

の
方
々
の
知
識
や
技
能
を
活
か
し

た
社
会
参
加
と
地
域
づ
く
り
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
成
人
記
念
事
業

を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

（
４
）
高
齢
者

　

高
齢
者
が
楽
し
く
学
び
な
が
ら

現
代
社
会
に
対
応
で
き
る
知
識
を

吸
収
し
、
自
ら
が
生
き
が
い
を
見

つ
け
健
康
で
明
る
い
豊
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
高

齢
者
学
級
」
の
内
容
を
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
近
隣
町
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
各
ク
ラ
ブ
の
意

見
等
を
集
約
し
開
催
し
ま
す
。

る
武
道
教
育
の
支
援
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
２
０
２
２
年
度
に
当

町
に
お
い
て
開
催
予
定
の
「
全
国

中
学
校
体
育
大
会
相
撲
選
手
権
大

会
」
に
向
け
て
、
諸
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

（
３
）
給
食

　
「
福
島
町
健
康
づ
く
り
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
地
域
の
自
然
や

文
化
、
産
業
に
理
解
を
深
め
、
食

へ
の
感
謝
の
念
を
育
む
た
め
、
地

場
産
物
の
使
用
を
高
め
る
と
と
も

に
、
安
全
・
安
心
で
美
味
し
い
給

食
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
給
食
費
の
無
料
化
を
継

続
し
ま
す
。

（
４
）
校
舎
、
教
職
員
住
宅

　

今
後
の
校
舎
等
に
つ
い
て
は
、 ▲学校で行われている相撲教室

▲お盆時期に合わせて行われる成人祭
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り
な
が
ら
、
各
文
化
団
体
の
活
動

や
新
た
な
事
業
の
企
画
な
ど
を
検

討
す
る
た
め
の
協
議
を
進
め
る
と

と
も
に
、
各
団
体
の
運
営
や
事
業

内
容
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど

　

町
民
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
実

行
委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
出

店
の
掘
り
起
し
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
文
化
団
体
協
議
会
、
認
定
こ

ど
も
園
福
島
保
育
所
及
び
福
島
幼

稚
園
の
舞
台
部
門
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
け
る
よ
う
、
開
催
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

全
町
民
に
対
し
て
は
、
音
楽
を

始
め
と
し
た
芸
術
鑑
賞
会
を
開
催

し
ま
す
。
小
学
生
に
は
、
渡
島
西

部
四
町
の
広
域
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
四
町
芸
術
鑑
賞
を
開

催
し
、
生
の
舞
台
公
演
を
体
験
す

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

（
３
）
文
化
財

　

先
人
が
遺
し
た
財
産
と
し
て
貴

重
な
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
文
化

財
保
護
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
各
保

存
団
体
等
と
連
携
し
、
保
存
・
伝

承
・
公
開
に
努
め
、
町
民
に
文
化

財
等
保
護
の
必
要
性
を
啓
発
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
３
月
に
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
松
前
神
楽
」
は
、
周
知
活
動
の

強
化
と
見
学
会
、
公
演
会
及
び
学

習
会
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

４　

ス
ポ
ー
ツ

（
１
）
推
進
体
制

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
各
年
代
に
応
じ
た
体
力
・

健
康
づ
く
り
に
親
し
め
る
よ
う
に
、

単
位
団
体
と
連
携
し
、
定
期
的
に

会
員
募
集
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と
も
に
、
団
体
内
に
お
け
る
指

導
者
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

（
２
）
幼
児
・
青
少
年

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
健
康
な
心

身
の
育
成
並
び
に
体
力
増
進
を
目

的
に
、
学
校
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団
体

と
連
携
し
、
幼
児
・
青
少
年
の
参

加
者
増
を
図
り
な
が
ら
各
種
大
会

等
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
３
）
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

　

伝
統
と
な
っ
て
い
る
「
南
北
海

道
駅
伝
競
走
大
会
」
は
、
平
成
29

年
度
に
お
い
て
将
来
的
な
継
続
を

念
頭
に
、
少
な
い
競
技
役
員
の
配

置
と
交
通
安
全
に
配
慮
し
た
新

コ
ー
ス
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
平
成
31
年
度
も
実
行
委
員
会

と
協
議
を
行
い
な
が
ら
開
催
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
吉
岡
地

区
合
同
運
動
会
」
は
、
町
内
会
及

び
学
校
と
連
携
し
、
継
続
し
て
開

催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
社
会
体
育
事

業
を
包
含
し
て
「
町
民
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

　

平
成
30
年
２
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
チ
ロ
ッ
プ
館
に

つ
い
て
は
、
埋
蔵
文
化
財
や
民
俗

資
料
を
広
く
一
般
に
展
示
公
開

し
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
運
営

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
歴
史
図
書
」
の
発
刊
に
つ
い

て
は
、編
集
委
員
会
の
協
力
の
下
、

平
成
31
年
度
中
に
原
稿
の
取
り
ま

と
め
を
行
い
、
２
０
２
０
年
度
の

発
刊
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

６　

地
域
間
交
流
、
国
際
化

（
１
）
友
好
市
町
と
の
交
流

　

友
好
市
町
と
の
総
合
交
流
及
び

東
京
都
墨
田
区
へ
の
児
童
派
遣
に

加
え
、
本
年
度
は
新
た
に
福
島
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
木
曽
町
に
派

遣
し
、
相
撲
少
年
団
と
の
交
流
を

進
め
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

７　

福
島
町
教
育
大
綱

　
「
福
島
町
教
育
大
綱
」
は
、
平

成
31
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま

す
。各
施
策
の
取
組
み
を
検
証
し
、

改
定
に
向
け
て
、
町
長
と
共
同
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
第
５
次
福
島
町
総
合
計

画
に
お
け
る
主
な
施
策
の
概
要
を

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
表
記
以
外

の
各
事
業
に
つ
い
て
も
、
概
ね
前

年
度
に
引
き
続
い
た
内
容
を
計
画

し
て
い
ま
す
の
で
、
町
議
会
並
び

に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

平
成
31
年
度
教
育
行
政
執
行
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

（
４
）
少
年
団
体
、
成
人
団
体

　

人
口
減
少
と
少
子
化
に
よ
り
団

体
の
活
動
は
厳
し
い
現
状
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
及
び

学
校
等
と
連
携
し
、
団
体
の
維
持

及
び
活
性
化
に
向
け
て
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

（
５
）
体
育
施
設

　

各
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
利

用
団
体
及
び
学
校
と
の
連
携
を
図

り
、
各
施
設
の
利
用
者
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
３
つ
の
社
会
体
育
施
設

の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理

運
営
に
つ
い
て
は
、
導
入
に
向
け

た
課
題
整
理
等
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

５　

芸
術
文
化
、
文
化
財　

（
１
）
文
化
団
体

　

文
化
団
体
協
議
会
と
連
携
を
図 ▲吉岡地区合同運動会

▲�千軒そばの花観賞会で披露される
松前神楽

▲学芸員による円空仏の説明
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び
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め

設
置
す
る
、
岩
部
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
か
つ
適

正
な
管
理
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

●�

各
種
委
員
会
の
統
廃
合
及

び
委
員
定
数
の
変
更
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ

い
て

　

設
置
時
か
ら
の
人
口
減
少

や
管
内
の
委
員
定
数
等
を
参

考
に
、
平
成
31
年
３
月
末
で

任
期
満
了
と
な
り
既
に
協
議

が
整
っ
て
い
る
委
員
会
の
統

廃
合
及
び
委
員
定
数
の
見
直

し
を
す
る
た
め
、
関
係
条
例

を
整
理
し
ま
し
た
。

・�

福
島
町
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
の
一
部
改
正

・�

福
島
町
交
通
安
全
推
進
員

及
び
指
導
員
の
設
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

・�

福
島
町
総
合
計
画
審
議
会

条
例
の
一
部
改
正

・�

福
島
町
社
会
教
育
委
員
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・�

福
島
町
文
化
財
保
護
条
例

の
一
部
改
正

・�

福
島
町
ま
ち
づ
く
り
推
進

会
議
条
例
の
廃
止

●�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

長
時
間
労
働
の
是
正
の
た

め
超
過
勤
務（
時
間
外
勤
務
）

命
令
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

上
限
を
定
め
る
な
ど
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

町
内
会
館
等
の
再
編
計
画

に
基
づ
き
解
体
が
終
了
し
た

岩
部
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
を

削
除
す
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
青
少
年
問
題
協
議

会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

地
方
青
少
年
問
題
協
議
会

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
会

長
及
び
委
員
の
要
件
に
係
る

規
定
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

上
水
道
事
業
か
ら
簡
易
水

道
事
業
へ
変
更
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。

☆
計
画
等
の
変
更

●�

第
５
次
福
島
町
総
合
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算

編
成
作
業
に
伴
い
変
更
が
生

じ
た
た
め
、
第
５
次
福
島
町

総
合
計
画
に
お
け
る
前
期
実

施
計
画
の
一
部
を
変
更
し
ま

し
た
。

●�

第
２
次
福
島
町
ま
ち
づ
く

り
行
財
政
推
進
プ
ラ
ン
の

変
更
に
つ
い
て

　

第
５
次
福
島
町
総
合
計
画

に
お
け
る
平
成
30
年
度
の

ロ
ー
リ
ン
グ
作
業
及
び
平
成

31
年
度
当
初
予
算
編
成
作
業

に
お
い
て
、
事
業
費
等
が
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
当

該
計
画
等
と
の
整
合
性
を
図

る
た
め
、
第
２
次
福
島
町
ま

ち
づ
く
り
行
財
政
推
進
プ
ラ

ン
の
財
政
推
計
を
見
直
し
、

変
更
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・

総
合
戦
略
の
変
更
に
つ

い
て

　

福
島
商
業
高
等
学
校
が
地

域
特
例
高
校
の
扱
い
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
項

目
に
つ
い
て
追
加
し
ま
し
た
。

●�

福
島
町
森
林
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
に
開
設
を
予

定
し
て
い
る
林
業
専
用
道
吉

岡
線
を
福
島
町
森
林
整
備
計

画
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、

森
林
経
営
管
理
制
度
の
活
用

の
促
進
、
森
林
認
証
制
度
取

得
に
関
す
る
事
項
及
び
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
の
植
栽
本
数
並
び

に
間
伐
の
標
準
的
な
方
法
等

を
追
加
し
ま
し
た
。

☆
計
画
等
の
策
定

●�

福
島
町
都
市
計
画
（
福
島

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
）
の
策
定
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
第
18
条
の
２

の
規
定
に
基
づ
き
、
福
島
町

の
将
来
の
都
市
構
造
を
各
エ

リ
ア
別
に
設
定
す
る
た
め
策

定
し
ま
し
た
。

☆
路
線
の
認
定

●�

町
道
１
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

　

丸
山
団
地
５
号
線
の
起
終

点
・
総
延
長
を
認
定
し
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
度
町
議
会
定
例

会
３
月
会
議
は
、
３
月
８
日

（
金
）
か
ら
３
月
13
日
（
水
）

ま
で
の
４
日
間
（
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
含
む
）
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
、
行
政
報

告
の
ほ
か
議
案
28
件
、
報
告

１
件
、
同
意
９
件
、
諮
問
２

件
、発
委
５
件
が
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

☆
報
告

●�

福
島
町
議
会
一
般
質
問
等

答
弁
事
項
進
捗
状
況
調
査

の
報
告
に
つ
い
て

　

次
の
一
般
質
問
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
平
沼　

昌
平
議
員

・�

定
住
・
移
住
促
進
に
向
け

た
考
え
方
に
つ
い
て

・�

熊
等
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

☆
条
例
の
制
定
・
改
正

●�

岩
部
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

岩
部
地
区
の
潜
在
的
な
地

域
資
源
を
活
用
し
、
地
域
間

交
流
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
交
流
、
文
化
及

福
島
町
議
会
定
例
会

（
３
月
会
議
）
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☆
積
立
金
の
処
分

●�

福
島
町
財
政
調
整
基
金
の

積
立
金
の
処
分
に
つ
い
て

　

財
政
調
整
基
金
の
積
立
金

を
平
成
30
年
度
福
島
町
一
般

会
計
予
算
の
財
源
と
し
て
、

３
億
５
千
万
円
以
内
を
繰
入

れ
支
消
す
る
こ
と
を
決
議
し

ま
し
た
。

☆
同
意

●�

監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

本
庄
屋　

誠
さ
ん
の
選
任

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

石
倉　

正
史
さ
ん
の
選
任

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●�
福
島
町
農
業
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

・
佐
藤　

孝
男
さ
ん

・
本
庄
喜
美
雄
さ
ん

・
今
井　
　

隆
さ
ん

・
工
　

昭
一
さ
ん

・
成
田　

常
義
さ
ん

・
久
野　

寿
蔵
さ
ん

・
管
藤　

光
男
さ
ん

　

の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

☆
諮
問

●�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

・
花
田　

春
夫
さ
ん

・
丁
子
谷
雅
男
さ
ん

　

が
適
任
で
あ
る
旨
答
申
さ

れ
ま
し
た
。

☆
発
委

　

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

●�

福
島
町
議
会
基
本
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●�

福
島
町
議
会
会
議
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●�

福
島
町
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●�

福
島
町
議
会
参
画
奨
励
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

●�

福
島
町
議
会
基
本
条
例
に

関
す
る
諮
問
会
議
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

■
夜
間
議
会
を
開
催

　

３
月
８
日
（
金
）、
午
後

６
時
か
ら
夜
間
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
間
議
会
で
は
、
５
名
の

議
員
が
次
の
項
目
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

○
川
村　

明
雄
議
員

・�

人
口
問
題
と
在
町
外
国
人

と
の
交
流
に
つ
い
て

○
平
沼　

昌
平
議
員

・�

鳴
海
町
政
の
一
期
目
の
総

括
と
二
期
目
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

○
木
村　
　

隆
議
員

・�

教
育
の
２
０
２
０
年
問
題

に
向
け
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
る
の
か

○
熊
野　

茂
夫
議
員

・�

今
後
の
町
財
政
運
営
の
基

本
的
な
考
え
に
つ
い
て

○
佐
藤　

孝
男
議
員

・�

今
後
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
化
改
修
に
つ
い
て

☆
路
線
の
認
定
変
更

●�
町
道
２
路
線
の
認
定
に
つ

い
て

　

三
岳
１
号
線
、
公
住
２
号

線
の
起
終
点
・
総
延
長
を
変

更
し
ま
し
た
。

☆
平
成
31
年
度
各
会
計
予
算

　

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

平
成
31
年
度
予
算
の
概
要

（
12
ペ
ー
ジ
か
ら
13
ペ
ー
ジ

ま
で
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆�

平
成
30
年
度
各
会
計
補
正

予
算

　

平
成
30
年
度
の
各
会
計
予

算
を
補
正
し
、
予
算
総
額
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

平成30年度各会計予算総額
一般会計� 42億8,999万5千円
国民健康保険特別会計� 8億5,898万8千円
介護保険特別会計（保険事業勘定）� 5億5,139万3千円
　　　　　　　　（サービス事業勘定）� 194万円
後期高齢者医療特別会計� 6,909万2千円
浄化槽整備特別会計� 3,697万8千円
国民健康保険診療所特別会計� 2億1,332万3千円
水道事業会計� 1億2,923万円
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◆対前年比 人件費〔報酬・給料・共済費〕 257万2千円 （0.4%） の増

普通建設事業費 1億9,336万円（28.3%） の減
▲主な要因▼

　◇人 件 費　　退職手当組合負担金精算分の増で、1,056万8千円の増、共済費の減で、429万2千円の減

　◇普通建設事業費　　町道福島月崎幹線整備事業の完了により、1億1,500万円の減

　　　　　　　　　　　町営住宅建替（丸山団地）事業で、8,439万9千円の減

衛　　生　　費	 ３億５，３６５万１千円
＝老人保健対策、ゴミ・し尿処理対策や
		  温泉健康保養センター管理費などの費用として＝
◇ドクターヘリ運航 ･いきいき健康ふくしま推進事業など
の費用として	 642万3千円

◇�乳幼児健診 ･妊婦健診・脳ドック検診 ･各種がん検診・
　インフルエンザ予防接種等の予防費に	 2,079万1千円
◇墓地公園管理費などの環境衛生費に	 337万5千円
◇火葬場施設の維持管理費に	 284万4千円
◇子ども医療費の助成費用等に	 1,354万7千円
◇重度心身障がい者の医療扶助費等に	 1,656万8千円
◇ひとり親家庭等の医療扶助費等に	 348万1千円
◇温泉健康保養センター管理運営費に	 5,145万2千円
◇ゴミ収集業務・ゴミ袋購入費等に	 4,200万9千円
◇資源ゴミ・し尿処理のための渡島西部広域事務組合
　負担金として	 1億1,980万9千円
◇可燃ゴミ処理のため渡島廃棄物処理広域連合
　負担金として	 7,216万3千円

農林水産業費	 １億４, ０８０万４千円
＝農業・林業の振興や治山・林道事業の費用として＝
◇農業委員会費に	 165万3千円
◇農林業の担い手養成事業費等に	 755万3千円
◇町有林造成事業に	 1,620万4千円
◇熊等による被害対策費に	 343万7千円
◇広域基幹林道島前線改良事業費に	 1,750万0千円
◇森林公園管理費に	 198万2千円
＝増養殖事業など水産業の振興対策の費用として＝

◇産業振興資金貸付金・水産業担い手支援・蝦夷アワビブ
ランド化事業等の水産振興費に	 6,830万1千円
◇漁港や船揚場の維持管理費に	 918万5千円
◇漁村センター・横綱ビーチ等の運営費に	 809万9千円

商　　工　　費	 ８，２０７万６千円
＝地場産業の振興と観光振興の費用として＝

◇福島町商工会補助金や地場産業開発研究会助成金などの
商工振興費に	 2,227万4千円

◇観光協会補助金や岩部海岸クルーズ事業、
　地域おこし協力隊などの観光費に	 2,770万8千円
◇力士招聘など横綱の里づくり費に	 292万0千円
◇横綱記念館の管理運営費に	 1,451万2千円
◇特産品センターの管理費に	 267万7千円
◇青函トンネル記念館の管理運営費に	 1,095万1千円

土　　木　　費	 ４億２，５６５万４千円
＝住みよい生活環境をつくるための道路や排水路、
		  町営住宅などの整備費用として＝
◇街路灯電気料補助金や道路橋梁の維持管理費に
		  425万7千円
◇除排雪業務などの道路維持補修費等に	 9,713万8千円
◇橋梁の維持補修費等に	 2,824万1千円
◇町道の新設や改良のための事業費に	 7,870万0千円
◇河川管理及び改修事業費に	 369万9千円
◇新緑公園グラウンドなどの管理費に	 797万1千円
◇空家等対策支援事業費に	 640万4千円
◇町営住宅補修などの住宅管理費に	 3,342万4千円
◇町営住宅建替（丸山団地）事業費に	 1億6,406万7千円

消　　防　　費	 ２億３，０３０万２千円
＝消防対策や防災対策の費用として＝

◇防災会議の運営や防災行政無線の維持などの
　災害対策費に	 648万7千円
◇消防・救急のための渡島西部広域事務組合
　負担金として	 2億2,381万5千円

教　　育　　費	 ２億５，１９７万４千円
＝豊かな地域教育の振興に努めるための費用として＝
◇教育関係団体と大会参加助成・福島高校存続対策・友好
　市町交流・英語指導助手 (ALT) などに	 3,794万0千円
◇児童生徒輸送費・就園、就学奨励援助・奨学資金貸付金
　・基礎学力向上支援などの教育振興費に	 4,342万7千円
◇教員住宅の維持管理費に	 2,591万1千円
◇小学校の管理運営費に	 2,823万1千円
◇中学校の管理運営費に	 1,402万8千円
◇生涯学習推進などの社会教育総務費に	 1,441万2千円
◇文化財の保護や歴史図書発刊などの費用に	 292万0千円
◇チロップ館の運営費に	 270万1千円
◇南北海道駅伝競走大会助成金などの保健体育総務費に
		  414万3千円
◇総合体育館の運営費に	 1,222万1千円
◇学校給食センターの運営費に	 4,500万4千円
◇町民プールの運営費に	 960万8千円
◇ファミリースポーツ公園の運営費に	 705万0千円

公　　債　　費	 ６億６２９万０千円
＝償還金元金及び利子の償還の費用として＝

職 員 給 与 費	 ５億５，８９７万０千円
＝職員人件費の費用として＝

労働費・諸支出金・予備費	２億２, ０５１万５千円
＝特別会計への繰出金や予備費として＝

概要をお知らせします
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◆平成31年度の主要事業

　平成31年度の主要事業の予算額、事業内容につ

いて説明します。

議　　会　　費	 ５，３５４万４千円
＝健全な町政のかじとりを担うための費用として＝

総　　務　　費	 ３億６，７３７万１千円
＝共通的な経費などの費用として＝

◇役場庁舎管理費や一般管理費に	 9,402万5千円
◇町広報作成の文書広報費に	 209万7千円
◇町有財産の管理費に	 1,876万9千円
◇町の企画・振興のための費用に	 351万7千円
◇ふるさと応援基金の運営費用に	 420万0千円
◇産学官連携産業活性化事業費に	 242万1千円
◇道の駅整備調査検討のための費用に	 251万0千円
◇交通安全対策費に	 326万8千円
◇電算処理のための費用に	 2,423万3千円
◇インターネット等の電子自治体推進費に	 1,583万5千円
◇デマンドバス運行等のための費用に	 545万4千円
◇松前木古内線バス車両更新事業費に	 850万0千円
◇出産祝金等のふるさと暮らし応援費用に	 660万0千円
◇人財育成支援事業費に	 465万0千円
◇がんばる地元企業等応援事業費に	 6,000万0千円
◇定住・移住促進事業費に	 305万0千円
◇町税の課税・徴収のための費用に	 1,134万4千円
◇戸籍総合システムなどの戸籍住民基本台帳費に
		  1,027万3千円
◇知事及び道議会議員選挙の費用に	 597万4千円
◇町長及び議会議員選挙の費用に	 804万4千円
◇参議院議員選挙の費用に	 1,198万4千円
◇統計のための費用に	 117万5千円
◇監査委員費に	 141万5千円

民　　生　　費	 ４億６，８４５万７千円
＝社会福祉の総合対策の費用として＝

◇障害者介護給付などの社会福祉総務費に
               	  1億9,213万5千円
◇生活館等の管理費用・整備費に	 2,982万3千円
◇敬老会の開催費に	 263万6千円
◇福祉バスの購入費に	 1,011万6千円
◇生活支援ハウスの管理運営費に	 2,101万8千円
◇福祉センターの運営費に	 1,396万8千円
◇後期高齢者の医療給付の負担費用に	 8,203万5千円
◇吉岡総合センターの管理運営費に	 729万2千円
◇幼稚園の運営費負担金・児童手当の支給費に
		  5,019万4千円
◇認定こども園福島保育所の運営費等に	 3,612万2千円
◇学童保育の運営費に	 839万8千円

各会計の歳入歳出予算

平成31年度一般会計の内訳

一　 般　 会　 計 ３７億５, ９６０万８千円

国民健康保険特別会計 ７億４, ２８６万４千円

介護保険
特別会計

保 険 事 業
勘　　 定 ５億２, ３８１万１千円

サ ー ビ ス
事 業 勘 定 ２０８万６千円

後期高齢者医療特別会計 ６, ９５１万６千円

浄化槽整備特別会計 ４, ００９万８千円

国民健康保険診療所特別会計 ７, ８９３万３千円

水 道 事 業 会 計 １億５, ２２０万０千円

総　合　計 ５３億６，９１１万６千円

歳　入

町税

13.3％

地方譲与税

0.6％

地方交付税

47.1％国庫支出金

6.3％

道支出金

4.4％

繰入金

9.9％

諸収入

1.7％
町債

12.2％

その他

0.5％

使用料及び手数料

1.9％

地方消費税交付金

2.1％

歳　出
議会費

1.4％

総務費

9.8％

農林水産業費

3.7％

商工費

2.2％

教育費

6.7％

消防費

6.1％

諸支出金

5.8％
職員給与費

14.9％

予備費ほか

0.1％

公債費

16.1％

公債費

16.1％

土木費

11.3％

土木費

11.3％

衛生費

9.4％

民生費

12.5％

平成31年度一般会計の
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今
年
の
二
月
は
例
年
に
な

く
雪
が
少
な
く
、
あ
っ
と
い

う
間
に
雪
解
け
が
進
み
、
春

の
陽
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
桜
の
開
花
は
、
例

年
に
比
べ
て
早
い
よ
う
な
気

が
い
た
し
ま
す
。

　

三
月
一
日
（
金
）、
春
の

よ
う
な
陽
気
の
中
、
北
海
道

福
島
商
業
高
等
学
校
の
第
六

十
五
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

あ
り
、
来
賓
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
母
校
で
も
あ
り
、
毎

年
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
の
卒
業
生
は
男
子

七
名
、
女
子
六
名
、
計
十
三

名
で
し
た
。

　

卒
業
生
の
数
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
堂
々
と
立
派
で

厳
粛
な
卒
業
式
で
し
た
。

　

年
々
少
子
化
の
影
響
で
子

ど
も
の
生
ま
れ
る
数
が
少
な

く
な
り
、
入
学
生
が
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
卒
業
生
が
三
、
一
〇
二

名
と
な
っ
て
お
り
、
町
の
人

口
と
変
わ
ら
な
い
卒
業
生
を

輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
あ
る
地
元
の
高

校
を
い
か
に
存
続
す
る
か
が
、

私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命

で
あ
る
と
、
改
め
て
感
じ
た

卒
業
式
で
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
仲
間
と
別
れ

四
月
か
ら
は
新
た
な
出
会
い

が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

卒
業
生
の
明
る
い
前
途
と

船
出
に
祝
福
あ
れ
…
で
す
。

　

三
月
は
、
三
月
定
例
会
と

予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
今
年
は
三
月
八
日
（
金
）

が
初
日
で
、
新
年
度
に
向
け

た
町
政
執
行
方
針
や
予
算
が

審
議
さ
れ
る
大
変
重
要
な
議

会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
日
は
、
夜
間
議
会
も
開

催
さ
れ
、
五
人
の
議
員
の

方
々
か
ら
一
般
質
問
が
あ

り
、
様
々
な
問
題
提
起
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
政
執
行
方
針
で

は
、
私
に
残
さ
れ
た
任
期
が

残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な
り
、

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
福
島
町
の

実
現
」
に
向
け
た
、
総
仕
上

げ
の
年
と
申
し
上
げ
、
新
た

な
時
代
と
い
う
大
き
な
変
革

期
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
果

敢
に
立
ち
向
か
い
、
町
民
の

幸
せ
と
豊
か
さ
を
探
求
す
る

姿
勢
を
貫
き
、
ゆ
る
ぎ
な
い

信
念
の
も
と
、
思
い
や
り
の

あ
る
行
政
を
職
員
と
共
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
を
申
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
度
の
予
算

額
は
、
一
般
会
計
が
三
十
七

億
円
余
り
で
、
六
つ
の
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、

五
十
三
億
円
余
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
、

こ
こ
数
年
厳
し
い
財
政
運
営

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
国
な
ど
の
動
向
や
情

報
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り

有
利
な
財
源
を
確
保
し
な
が

ら
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財

政
運
営
に
心
掛
け
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
地
元
か
ら
航
空
自

衛
隊
へ
一
名
の
方
が
入
隊
す

る
こ
と
に
な
り
、
三
月
六
日

（
水
）
に
、
福
島
町
自
衛
隊

家
族
会
と
町
の
主
催
に
よ
る

激
励
会
が
、
二
年
ぶ
り
に
役

～元気で笑顔のあふれる福島町を実現するために～
【別れと新たな出会いの季節…】

町長のまちづくり奮闘記第42号

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
際
貢
献
や
災
害
な
ど
自

衛
隊
の
役
割
は
広
が
っ
て
お

り
、
新
た
に
入
隊
さ
れ
る
方

は
是
非
、
国
を
守
る
と
い
う

高
い
志
を
胸
に
、
職
務
に
励

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
年
は
五
月
に
改
元
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
度
の
広
報
が

皆
様
の
も
と
へ
届
く
四
月
一

日
に
は
、
新
た
な
元
号
が
公

表
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
の
時
代
が
幕
を
閉

じ
、
新
た
な
歴
史
の
一
ペ
ー

ジ
が
始
ま
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
、
国
の
統
計
問
題
等
が

報
道
な
ど
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
論

語
の
中
に
「
政
は
正
な
り
」

と
あ
り
、「
政
」（
ま
つ
り
ご

と
）、
政
治
と
は
正
し
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

正
し
く
な
い
政
治
は
「
政
」

で
は
な
く
、
住
民
の
信
を
失

う
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
に
向
け
て
、

謙
虚
で
正
し
い
「
政
」
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の

し
尿
の
汲
み
取
り
に
つ
い
て

　

４
月
27
日
（
土
）
か
ら
５

月
６
日
（
月
）
ま
で
は
、
し

尿
の
汲
み
取
り
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
先

　

有
限
会
社
上
嶋
環
境
営
繕

　

☎
４
７-

２
０
３
７

■
受
付
時
間

　

�

午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
町
民
係

　

☎
４
７-

４
６
８
１

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

　

最
近
、
歩
道
や
空
き
地
、

公
共
施
設（
バ
ス
待
合
所
等
）

で
犬
の
ふ
ん
の
苦
情
が
来
て

お
り
ま
す
。
ふ
ん
を
し
た
ら

袋
に
入
れ
る
な
ど
し
て
持
ち

帰
り
、
必
ず
後
始
末
を
し
て

く
だ
さ
い
。
飼
い
主
と
し
て

の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
町
民
係

　

☎
４
７-

４
６
８
１

ふ
く
し
ま
町
政
へ
の

ご
提
案
・
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
町
政
に
対
す
る

住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提

案
や
ご
意
見
を
集
約
し
、
業

務
改
善
や
施
策
の
推
進
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

町
政
に
関
し
て
町
民
の
皆

さ
ま
が
お
気
づ
き
に
な
ら
れ

た
こ
と
、
助
言
や
ア
イ
デ
ィ

ア
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご

提
案
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

○
例
え
ば
…

・�

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
お

手
拭
き
を
紙
に
変
え
て
欲

し
い

・�

料
理
教
室
や
●
●
講
座
を

開
い
て
欲
し
い

・�

●
●
に
つ
い
て
の
支
援
制

度
の
創
設
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
な
ど

■�

ご
提
案
、
ご
意
見
を
い
た

だ
く
に
あ
た
っ
て

①�

ご
提
案
、
ご
意
見
の
内
容

に
よ
っ
て
は
、
担
当
課
か

ら
確
認
の
た
め
に
問
い
合

わ
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

提
出
用
紙
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

②�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提

案
、
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、

町
の
回
答
を
付
し
て
、
個

人
情
報
を
除
き
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

③�

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
提

案
、
ご
意
見
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
回
答
に
時
間

を
要
す
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

④�

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
回
答
及
び
公

開
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

⑴�

匿
名
及
び
回
答
希
望
の
な

い
も
の

⑵�
記
載
内
容
が
不
明
瞭
又
は

判
読
で
き
な
い
も
の

⑶�

法
律
、
法
令
等
の
規
定
に

よ
り
開
示
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の

⑷�

特
定
の
個
人
や
団
体
な
ど

の
誹
謗
中
傷
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
す
る
も
の

⑸�

特
定
の
個
人
や
団
体
の
営

利
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ

る
も
の

⑹�

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
に

関
す
る
も
の

■
提
出
方
法

　

�　

様
式
に
記
入
後
、
意
見

箱
へ
の
投
函
・
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
提
出
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
お
り
ま
す
。

　

�　

ご
意
見
箱
及
び
提
出
様

式
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
、

吉
岡
支
所
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
図
書
室
及
び
認
定
こ

ど
も
園
福
島
保
育
所
に
設

置
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

な
お
、
提
出
様
式
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
福
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://tow
n.fukushim

a.
hokkaido.jp/ikenboshuu/
soushin

※�

提
出
様
式
以
外
で
提
出
す

る
場
合
は
、
所
定
の
様
式

と
同
様
の
記
入
項
目
（
氏

名
等
）
を
記
入
し
、
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
係

　

☎
４
７-

３
０
０
７

第28回北海道女だけの相撲大会
◇日時　５月12日（日）午前９時30分～開会式
◇場所　福島大神宮境内相撲場
　※雨天時：福島町総合体育館
　　ご近所お誘い合わせのうえ、ご観戦ください。
◇お問い合わせ先
　第28回「北海道女だけの相撲大会」実行委員会
　福島町観光協会（産業課内）☎47-3004
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とうございます
　春はお別れの季節、そして新たなスタートを切る旅立ちの季節です。
　町内の各学校等では、平成30年度の卒園式・卒業式が行われ、子どもたちがそれぞれの
母校を巣立ちました。
　先生方や保護者の方々は、成長した子どもたちの姿に、目頭を熱くさせて、子どもたちを
送り出していました。

【３月１日（金）　北海道福島商業高等学校】卒業生　13名

認定こども園福島保育所　４月５日（金）午前９時30分から

福 島 小 学 校　４月８日（月）午前10時30分から

福 島 中 学 校　４月８日（月）午後１時から

福島商業高等学校　４月８日（月）午後２時30分から

福 島 幼 稚 園　４月10日（水）午前10時から

入園式・入学式の日程をお知らせします。

【３月15日（金）　福島中学校】卒業生　24名
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卒業・卒園おめで

※福島保育所は5月号に掲載いたします。

【３月18日（月）　福島小学校】卒業生　16名

【３月18日（月）　吉岡小学校】卒業生　５名

【３月20日（水）　福島幼稚園】卒園児　４名
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鳴海　健児さんによる十二支の作品贈呈

松前地区更生保護サポートセンター開所式

陸上養殖アワビを給食で初披露！

福島町生まれの十二支、完成！

犯罪や非行から地域住民を守る

子どもたちが地元食材の味を堪能

　２月19日（火）、町内字日向在住の鳴
なる

海
み

　健
けん

児
じ

さんより、
福島小学校の児童へ亥（いのしし）の作品が寄贈されました。
　鳴海さんは平成20年より「児童の皆さんが元気で明るく登
校し、地域の人と向き合ってほしい」という思いから、その
年のできごとを織り交ぜながら、昆布やするめ、黒米等の特
産品を使った十二支の作品を毎年作成・寄贈していました。
十二支全ての作品が完成となったことから、今回が最後の作
品制作となりました。
　寄贈後には感謝状の贈呈式が行われ、鳴海さんへ感謝状と
お礼の言葉が贈られました。体育館には十二支全ての作品が展示され、子どもたちは「すごい！」
「見ているだけでも楽しい」「来年から新しい作品が見られなくなるのが寂しい」と、贈呈式後
も名残惜しそうに作品を鑑賞していました。

　２月21日（木）、福祉センターにおいて、松前地区更生保
護サポートセンター開所式が開催されました。同センターは
福祉センター内にあり、渡島西部四町の更生保護活動の拠点
となります。企画調整保護司が駐在し、地域住民からの犯罪・
非行に関する相談や保護司の活動支援を行っています。
■開設時間
　午前10時から午後４時まで（12月から３月は午後３時まで）
　平日（火曜日を除く）
■お問い合わせ先
　松前地区更生保護サポートセンター　☎４６-７６５１

　平成28年度より町が取り組みを進めている「アワビ陸上養
殖事業」ですが、今回出荷予定サイズに成長したことから、
学校給食などで、町内の子ども達に試食をしてもらいました。
　小・中学校では「養殖アワビ」と黒米のコラボ企画『福島
カレー』を、保育所では『アワビバター焼き』をそれぞれ給
食で、幼稚園では、『アワビカレー』をお別れ会のごちそう
にて試食してもらいました。
　この日を楽しみにしていたという声も聞いており、子ども
達からは、「コリコリしておいしい！」「やわらかくて食べや
すい！」と、笑顔いっぱいで完食してくれました。
　当町の養殖アワビは、天然アワビに比べ、小ぶりなサイズ
ですが、適度な歯ごたえはありつつもやわらかい食感と磯の
香りが控えめなことで、小さな子どもでも抵抗なく食べるこ
とができます。
　今後は、多くのアワビを出荷できるよう養殖を進めるとと
もに、新たな特産品として町内外に向け、ＰＲを進めていき
たいと考えております。

▲鳴海さんと子どもたち

▲開所式で挨拶する松前地区保護司会の
　木村請韶会長
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イングリッシュ トライアルとは？
実際の場面で使える英語でのコミュニケーション力を身に付けさせるために、英語の授
業で、日常会話を想定したやりとりを体験させるものです。

　様々な場面の日常会話を体験してもらうため、生徒と会話する面接員14名を各ブースに分
けて、トライアルを行いました。面接員については福島町ＡＬＴの他、松前町・知内町・木
古内町の各中学校英語教諭とＡＬＴ、大学生のボランティア６名と、たくさんの方々にご協
力いただきました。

　生徒は様々な場面での英会話に挑戦し、楽しく授業を受けていました。最後に２年生の中
嶋しずくさんから、今回の授業に協力してくれた面接員の方々へ、英語で感謝の気持ちを伝
え、イングリッシュトライアルを終了しました。

▲会場の全体風景 ▲福島小ＡＬＴハドソン先生

▲パスポート型の評価カード

▲木古内町ＡＬＴと会話

福島中学校

　２月26日（火）に福島中学校において、１・２年生を対象とした「イングリッシュ トライアル」
を行いました。

イングリッシュ トライアルを行いました

受賞おめでとうございます
中田　忠さんが北海道善行賞を受賞
　北海道善行賞（交通安全実践者）を、町内字月崎在
住の中田　忠さんが受賞されました。
　中田さんは、交通安全指導員として、平成14年６月
から現在まで、交通安全の実践活動と交通安全思想の
普及に寄与されました。その功績をたたえ、３月20日
（水）、福島町役場において、渡島総合振興局城田副局
長より、役場において表彰状の伝達が行われました。▲表彰された中田さん（中央）
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北 海 道 知 事 選 挙
北海道議会議員選挙
４月７日㈰　投票日

投票日の当日、仕事や旅行等で投票できない方は、期日前
投票ができます

指定老人ホームや病院、町外の市町村でも投票できます

※�3月22日（金）から3月29日（金）までの間は、知事選挙のみ投票するこ
とができますが、道議会議員選挙は3月30日（土）以降でなければ期日前
投票をすることはできませんので、ご注意ください。

　指定老人ホームや病院などに入所・入院している方、または出稼ぎなどで投票所に
来られない方が投票できます。
（�仕事先、旅行先などの滞在地で不在者投票をする場合は、事前に手続きが必要です
ので、早めに福島町選挙管理委員会へ投票用紙等の交付の請求をしてください。）

●千軒投票所　　　　午前7時から午後5時まで
●塩釜・浦和投票所　午前7時から午後6時まで
●上記以外の投票所　午前7時から午後7時まで

■投票入場券
　投票所入場券（ハガキ）は、有権者の皆さんに郵送しております。
　届いていない場合は、選挙人名簿に登録されているかどうか、お問い合わせください。

■４月７日（日）の投票時間は
　右記のとおりです

投票できる期間：知事選挙	 ３月22日（金）から４月６日（土）まで
　　　　　　　　道議選挙	 ３月30日（土）から４月６日（土）まで
投票場所及び時間：役場（２階）	午前８時30分から午後８時まで
　　　　　　　　　吉岡支所	 午前８時30分から午後５時まで

　任期満了に伴う福島町長及び福島町議会議員選挙を次のとおり決定しましたの
でお知らせします。

福島町長選挙及び福島町議会議員選挙のお知らせ

○告示日 平成31年８月11日（日）　 ○投票日 平成31年８月16日（金）

●期日前投票…

●不在者投票…

お問い合わせは、福島町選挙管理委員会（総務課内）　☎47-3001

投票日前でも投票できます

告示日　　■知事選挙３月21日（木）　■道議選挙　３月29日（金）
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≪水道法改正と福島町の対応について≫
　ニュース等でご存知の方もいると思いますが、水道法の一部が改正され“水道
施設の運営に関する権利を民間事業者に委託することができる”とされています
が、福島町では民間委託をせず、引き続き町で運営管理を行い、安心・安全な水
をお届けしますので、ご安心ください。

お問い合わせ先 建設課　水道業務係　☎４７- ３００６

●『上水道』と『簡易水道』の違いとは？
　【上水道】
　・水をお届けする人数が５，００１人以上
　・国からの補助金等の制度は無く、単独の予算で費用をまかなう
　【簡易水道】
　・水をお届けする人数が１０１人以上５，０００人以下
　・国からの補助金等の制度を活用できる

●『簡易水道』になることで何が変わるの？
　�　福島・千軒地区にお住まいの方は岩部川、吉岡地区にお住まいの方は吉岡川の水
を、各浄水場に設けている施設で浄水処理をし【水道水】として供給されています
が、施設や設備については、上水道から変更はありません。
　�　町では今後、人口減少に伴う料金収入の減少や、既存の施設の更新にかかる費用
の増加により、水道事業会計の経営状況が厳しくなることが予想されます。『簡易
水道』になることで、国からの補助金等により財源を確保し、将来に備えることが
できます。

●水道料金は変わるの？
　　水道料金は、現行の料金から変わりません。

≪『簡易水道』のポイント≫

～建設課からのお知らせ～

　町では、水道事業の将来にわたる経営の健全化を確保するため、
平成31年４月１日より『上水道』から『簡易水道』へ移行する
ことといたしました。

『上水道』から『簡易水道』に移行します
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　障がいのある方の日常生活を支援するため、次のような福祉サー
ビスを実施しています。
（主なものを掲載しておりますが、ほかにもさまざまなサービスがあります。）
　これらのサービスを利用するには、事前に申請が必要で、本人・
家族の課税状況等に応じて、費用の一部負担がある場合や、サービ
スが受けられない場合もあります。

■手帳制度

身
体
障
害
者

手　
　
　

帳

対象者
視覚、聴覚、平衡機能、音声言語機能、そしゃく機能、肢体不自由、
心臓機能、じん藏機能、呼吸器機能、ぼうこう・直腸機能および小腸
機能、肝臓機能に永続する障害がある者。

内　容 障害の程度により手帳の等級には１級から６級までの区分があります。

療
育
手
帳

対象者
函館児童相談所（18歳未満）または、北海道立心身障害者総合相談所
（18歳以上）において、知的障害者と判断された者。（知的機能の障害が、
おおむね18歳までにあらわれた者。）

内　容 ＩＱ等の判定により、Ａ（重度）またはＢ（中、軽度）の区分があります。

精
神
保
健
福
祉
手
帳

対象者 精神の疾患により、日常生活や社会生活に制約がある者。

内　容
障害の程度により手帳の等級には１級から３級までの区分があります。
手帳の有効期限は交付から２年間で、更新が必要な時には、有効期限
が切れる３か月前から更新申請ができます。

■障害者総合支援法

障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス

内　容
身体・知的・精神に障害のある者（手帳所持者）、または難病等にか
かっており一定の条件を満たす者に対して、居宅介護・施設等への入
所・通所による訓練等のサービス。（介護保険制度が優先となります。）

自
立
支
援

医　
　

療
内　容

身体障害の更生に必要な医療や、精神疾患の治療を受けるための医療
の医療費の助成。

■補助具の購入・修理

対象者
身体障害手帳の交付を受けている者、または難病等にかかっており一
定の条件を満たす者で、その障害の程度に応じた判定の結果、補装具
が必要と認められた者。（介護保険制度が優先となります。）

種　類
聴覚障害：補聴器、視覚障害：眼鏡、盲人安全つえ等
肢体不自由：義肢、装具、車いす等

障害福祉サービス・制度のお知らせ
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■日常生活装具の給付・貸与

対象者
在宅の日常生活を営むことが困難な身体障害者（児）、または難病等
にかかっており一定の条件を満たす者。（介護保険制度が優先される
ものがあり、障害の種類・等級等に一定の条件があります。）

種　類 ストマ用具、歩行支援用具、入浴補助用具、特殊寝台等

■NHK受信料の減免

条件

身体障害者・知的障害者・精神障害者が属する世帯で、その世帯全員分が町民非
課税である場合は全額免除。視覚障害者・聴覚障害者が世帯主の場合や身体障害
者・知的障害者・精神障害者のうち、重度の障害者が世帯主の場合は半額免除と
なります。

■有料道路通行料金免除

条件
身体障害者本人が運転するか、重度の身体障害者・知的障害者が乗車し介護者が
運転する車１台（自家用車に限ります。）のみ、有料道路を利用する際に通行料
金が半額免除となります。

■福祉手当の支給

特
別
児
童
扶
養
手
当

対 象 者
心身に著しく障害のある20歳未満の児童を家庭で養育している者。
（障害の種類・等級等に一定の条件があります。）

支 給 額 １級／月額５２，２００円　２級／月額３４，７７０円

支給制限
受給者とその扶養義務者について一定以上の所得があった場合は支給
されません。なお、児童が福祉施設等に入所している場合や児童が障
害による公的年金を受けているときは支給されません。

特
別
障
害
者
手
当

対 象 者
在宅で心身に著しく重度の障害があるため、日常生活において常時介
護を必要とする程度の状態にある20歳以上の者。
（障害の種類・等級等に一定の条件があります。）

支 給 額 月額２７，２００円

支給制限
受給者、扶養義務者の所得が限度額以上の場合は支給されません。施
設に入所しているとき、または医療機関に３か月を超えて入院してい
るときは支給されません。

障
害
児
福
祉
手
当

対 象 者
在宅で心身に重度の障害があるため、日常生活において常時介護を必
要とする程度の状態にある20歳未満の者。
（障害の種類・等級等に一定の条件があります。）

支 給 額 月額１４，７９０円

支給制限
受給者、扶養義務者の所得が限度額以上の場合は支給されません。障
害による公的年金を受けているとき、または施設に入所しているとき
は支給されません。

お問い合わせ先 福祉課　福祉係　☎４７－４６８２
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国 のお知らせ民 年 金

年金被保険者の資格の取得と喪失

国民年金保険料産前産後免除制度

　日本では国民年金法により国民は下記の３つのいずれかの被保険者になることとされて
います。これはみなさんが老齢や障害・死亡によって生活の安定が損なわれることを防止
し、健全な生活の維持向上のための制度です。

　３月号広報でお知らせしておりましたが、４月１日から国民年金保険料産前産後免除申
請制度が始まりました。対象になる方や制度について詳しく知りたいという方は役場又は
年金事務所までお気軽にご相談ください。

【主な手続き】
〇第１号への取得手続き：下記の場合、役場・年金事務所で本人の加入手続きが必要です。
　　・20歳になったとき
　　・厚生年金（社会保険）から抜けたとき
　　・厚生年金加入者の扶養から外れたとき
〇第２号への取得手続き：会社・事業者・雇用者により手続きをする必要があります。
〇第３号への取得手続き：第２号被保険者と同様に手続きをする必要があります。

≪このほか年金手続等でお困りなことや不明な点があればお問い合わせください。≫

お問い合わせ先
町民課　年金係
函館年金事務所

☎ 47-4681（直通）
☎ 0138-82-8001

◆第１号被保険者・・・�20歳以上60歳未満の方で、農業者や自営業者・学生などが該
当します。

◆第２号被保険者・・・�厚生年金に加入している方で、会社員や公務員などの方が主
に該当します。

◆第３号被保険者・・・�20歳以上60歳未満の方で、第２号被保険者に扶養されている
配偶者の方が該当します。

保険者の種類

※�函館年金事務所による年金相談は『予約制』のため、相談日の３日前までに相談したい内容を
役場町民課年金係（☎47-4681）へ電話でお申し込み下さい。

場所　福島町役場
時間　午前10時から12時・午後１時から３時まで５月16日（木）

★次回の年金相談日のお知らせ★
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福島地域マリンビジョン協議会事務局（産業課　水産係）まで
☎：47－3002 　FAX：47－4504まで

　２月26日（火）に福島小学校において、福島、吉岡両小学校の５年生の児童を対象とした「イ
カを使った食育教室」が開催されました。この教室は福島町の重要な水産物の一つであるイカに
ついて興味を持ってもらおうと、渡島西部地区漁業士会の主催で開催されており、今年で７回目を
迎えました。
　教室の内容は、町の栄養士によるイカに含まれる栄養の説明、産業課の農林担当職員による「教
育ファーム」で栽培，収穫した黒米の説明、西部地区漁業士会の小入羽顧問によるイカの生態な
どの説明が行われたのち、調理実習で「イカリング」、「イカ刺し」を作りました。また、児童が栽
培、収穫した黒米を使った「黒米ご飯」も用意されました。
　調理実習では、普段触れる機会が少ないイカに戸惑う児童もいましたが、協力をしていただい
ている漁協福島地区女性部の皆様のアドバイスを受けながら、楽しく調理ができました。調理し
た料理はどれも大変好評で、児童はおいしそうに食べていました。

～「イカを使った食育教室」の開催～

イカの栄養の説明 イカについて説明する小入羽顧問

黒米の説明 イカ刺し作りの様子 完成しました！
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福島町の様々な制度
　福島町では様々な制度により、町内に居住している皆さんを応援しています。
　申請は随時受付しておりますので、各制度を利用される方は、下記のお問い合わせ先へご相
談ください。
　※各制度には、一定の基準があります。ご利用前に必ずご確認ください。

ご存知ですか？

出産祝金交付事業
お子さんが生まれた方へ、奨励金を交付します。
※交付金額の30%は町内商品券での交付となります。
※�交付を受けてから10年以内に町外へ転出した場合、奨励金を返還していただき
ます。
お問い合わせ先　企画課　企画係　☎ 47-3007

定住促進住宅等奨励事業
　福島町に定住することを目的として住宅の新築や購入を行った方へ、奨励金を
交付します。
※町内建築業者と町外建築業者の場合では、交付金額が異なります。
※交付金額の30%は町内商品券での交付となります。
※�交付を受けてから10年以内に町外へ転出した場合等は、奨励金を返還していた
だきます。
お問い合わせ先　企画課　企画係　☎ 47-3007

がんばる地元企業等応援事業
　企業施設の設備投資や雇用者の拡大などにより、事業の継承及び確保を図る町
内の事業者へ、助成金を交付します。
※風俗営業者は対象外となります。
お問い合わせ先　企画課　企画係　☎ 47-3007

人財育成支援事業
　町内の各団体 ･企業に所属している方、または就業に向け活動しており、資格
取得や研修会等参加 ･開催を予定している方へ、奨励金を交付します。
お問い合わせ先　企画課　企画係　☎ 47-3007

水産業担い手支援事業
新たに漁業への就労を希望する方へ、奨励金等を交付します。
お問い合わせ先　産業課　水産係　☎ 47-3002

農林業担い手養成事業
新たに農林業への就労を希望する方へ、奨励金等を交付します。
お問い合わせ先　産業課　農林係　☎ 47-3002

空家等対策支援事業
町内に建っている空家、及び空家となる見込みの建物を解体する費用の一部を、
所有者及び相続人の方へ、助成金として交付します。
お問い合わせ先　建設課　建築係・土木係　☎ 47-3006
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診療所だより ～やまゆりの風～

　草木の花粉が飛来する時期になりましたね。今回は『花粉症』についてお話します。

〇花粉症とは？
　スギなどの花粉が原因となっておこるアレルギーの一種です。

〇花粉症の３大症状
　　鼻の３大症状…「くしゃみ・鼻水・鼻づまり」
　　目の３大症状…「目のかゆみ・充血・涙」
　�　これらは、鼻や目から侵入した異物を追い出したり、体内に入りにくくするための生体防御反応
として現れ、アレルギー反応によって過剰に出現するのが花粉症の症状です。

アレルギーとは？
　�　アレルギーを起こす物質（アレルゲン）に免疫を担当する細胞たちが反応して、体から除こうと
過剰な反応をしてしまうことです。
　�　本来は体にとって有害な物質を取り除く大切な反応ですが、その反応が過剰になるとアレルゲン
がもたらす症状以上に強くなってしまい、日常生活に支障がでます。

〇治療時期
　�　花粉が飛び始める前、もしくは症状が軽いうちに始めることで症状が出るのを遅らせたり、症状
を軽くしたりできる可能性があります。
　　地域によってスギ花粉の飛来する時期は異なりますが、道南は３月下旬からと言われています。

〇対策
　１．�花粉症の方は症状が出現する前に主治医に内服等について相談しましょう。過去に花粉症と言

われたことがない方は、症状を自覚した時に早めに外来受診しましょう。
　２．�日常生活では、花粉情報に注意しましょう。外出時は、マスクや眼鏡を用いて花粉を取り込ま

ないようにし、帰宅時は、衣服や髪をよく払ってから家に入りましょう。
　　　布団や洗濯物の外干しは避け、掃除は窓際を特に念入りに行いましょう。

ゴールデンウィークの診療について
５月１日（水）午前９時から午後３時まで臨時診療を行います。

4月より夜間診療を開始します！
毎週火曜日は午後６時30分までの診療です。

福島町国民健康保険診療所

やまゆりクリニック

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土
午
前 ● ● ● ● ● ▲

午
後

● ● ●
訪問
診療

●

8 :30 ～ 11:45

1 :00 ～ 5:00

●5 :00 ～ 6:30
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　２月25日（月）、福祉センターにおいて『平成30年度スポーツ・文化賞表彰式』が行われ
ました。今年度は個人賞17名、団体賞６団体が受賞しました。各部門の受賞者は以下のと
おりです。

平成30年度スポーツ・文化賞表彰式

☆ スポーツ奨励賞 ☆
選考基準：全道大会出場（標準記録突破）等
所　　属 氏　　名 種　　目

福 島 保 育 所 角　谷　稀　唯 空 手 道
福 島 保 育 所 中　村　由　芽 空 手 道
福 小 ２ 年 角　谷　琉　唯 空 手 道
福 小 ３ 年 小　熊　徠　華 空 手 道
福 小 ３ 年 吉　田　龍　登 相 撲
福 中 ３ 年 滝　谷　望　愛 陸 上
商業高校２年 木　村　　　楓 陸 上
福 島 中 学 校 福島中学校陸上部 陸 上

☆ スポーツ賞 ☆
選考基準：渡島大会優勝、全道大会３位以上、全国大会出場
所　　属 氏　　名 種　　目

福 小 ６ 年 星　井　慎太郎 空 手 道
福 小 １ 年 吉　田　寿　希 相 撲
福 小 ４ 年 野　坂　亜　衣 相 撲
福 小 ５ 年 白　川　仁　胡 相 撲
福 小 ５ 年 吉　田　飛　龍 相 撲
福 中 ２ 年 野　坂　朋　矢 相 撲
福 中 ３ 年 鎌　田　和　真 陸 上
福 中 ３ 年 平　山　　　奏 陸 上
商 業 高 校 ３ 年 平　山　　　響 陸 上
福 島 中 学 校 福島中学校野球部 野 球
福 島 中 学 校 福島中学校相撲部 相 撲

☆ 文化功績賞 ☆
選考基準：全道大会、全国大会での上位入賞等
所　　属 氏　　名 種　　目

商業高校２年 星　野　一　輝 ワ ー プ ロ
福島商業高校 福島商業高校　ワープロ部 ワ ー プ ロ
福島商業高校 福島商業高校　簿記班 簿 記

☆ 文化賞 ☆
選考基準：渡島大会、全道大会上位入賞等
所　　属 氏　　名 種　　目

福島商業高校 福島商業高等学校　観光企画班 研 究
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　３月２日（土）、総合体育館において『町民トレーニング教室』を開催しました。地域
おこし協力隊の杉原さんを講師に、家庭でできるストレッチやトレーニングを行いました。

町民トレーニング教室

◆
子
ど
も
相
撲
体
験
会

　

期
日　

４
月
４
日（
木
）

　

場
所　

総
合
体
育
館

　

時
間　

午
前
10
時
か
ら

◆
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

オ
ー
プ
ン
（
予
定
）

　

期
日　

４
月
24
日（
水
）

　

※�

雪
解
け
の
状
況
等
に

よ
り
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●
４
月
の
行
事
予
定

＊4月総合体育館カレンダー＊
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

　３月２日（土）、総合体育館において『少年少女バスケットボール教室』を開催しました。
函館市から講師を招き、色々なゲームを交えながら、ボールの扱い方やドリブルなどを楽
しく学びました。最後の試合形式の紅白戦では白熱した試合が繰り広げられました。

少年少女バスケットボール教室

　３月９日（土）、福島町役場調理室において『福島学ジュニア　お菓子作り』が行われました。
メニューは、カップチョコレートとブラウニーで、いろいろな飾り付けをして、出来上がっ
た後にはみんなでおいしくいただきました。

福島学ジュニア　お菓子作り
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　３月に福島町健康づくり推進計画を策定しました協議会の構成団体であります「福島町
三師会」が、４月から２ケ月に１回、健康に関する耳寄りな情報をお伝えします。
　Ｑ：「三師会とは？」～地域の医師、歯科医師、薬剤師の構成組織です。

　①しこりや腫れ
　②粘膜・舌・歯肉の白・赤色化
　③口内炎が治りにくい
　④口内が出血しやすい
　⑤入れ歯が痛み・腫れで合わない
　⑥原因不明の歯のぐらつきが続く
　⑦抜歯後、傷の治らない状態が続く

　①喫煙
　②口内の衛生状態の不良（歯周病）
　③むし歯・合わない入れ歯・冠の放置
　④過度の飲酒
　⑤刺激の強い（熱い・辛い）飲食物

１　口のがんが疑われる症状は？

２　口のがんになる危険因子は？

歯科医院で見つかる“がん”があります。

☆福島町健康づくり推進協議会
～福島町三師会の健康情報コーナー

お問い合わせ先 福島町健康づくり推進協議会（福祉課内）　☎４７－４６８２

下顎の歯肉と舌の間に発生した
口腔底がん

左のほおの内側に発生した
頬粘膜がん

このような症状があれば歯科医院にご相談を！

早期発見・早期治療が大切です！

右上の歯肉に発生した
歯肉がん

舌の左側に発生した
舌がん

写真提供：札幌医科大学医学部口腔外科学講座

本　社 住所 ： 檜山郡厚沢部町字富栄611-4

URL ： http://www.hiyama-denki.co.jp

E-mail ： hiyama02@beach.ocn.ne.jp
北海道グリ-ン・ビズ認定、北海道と家庭教育サポート企業協定締結

 特定建設業 豊かな技術と確かな信頼工事

株式会社桧山電気工業
　 　　　電話 ： ０１３９－６４－３３３１

営業所住所 ： 松前郡福島町字福島524

          電話 ： ０１３９－４４７７－－３３６６２２２２

桧山電気はこんな会社
社内旅行

営営業業所所のの社社員員でですす

社員募集中
    

みんなまってるよ～ 北斗営業所

新規開設しました！ 大阪・道頓堀に
行ってきたよ～！
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函
館
バ
ス
の
系
統
番
号
の

変
更
に
つ
い
て

　

函
館
バ
ス
㈱
で
は
、
４
月

１
日
（
月
）
の
ダ
イ
ヤ
改
正

に
合
わ
せ
て
、
系
統
番
号
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
の
系
統
表
示
は
漢
字

の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

三
桁
の
番
号
を
付
番
す
る
こ

と
で
、
万
国
共
通
認
識
の
番

号
の
み
に
よ
る
ご
案
内
が
可

能
と
な
り
、
地
域
住
民
の
皆

様
と
訪
日
外
国
人
旅
行
客
の

方
々
に
も
わ
か
り
や
す
い
系

統
番
号
と
な
り
ま
す
。

　

松
前
出
張
所
及
び
知
内
出

張
所
発
着
の
新
し
い
系
統
名

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

函
館
バ
ス
株
式
会
社

　

☎
０
１
３
８-

５
１-

３
９
６
０

火
災
想
定
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

　

４
月
20
日
（
土
）
か
ら
４

月
30
日
（
火
）
ま
で
の
春
の

全
道
火
災
予
防
運
動
に
伴

い
、
火
災
想
定
訓
練
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
当
日
は
消
防
車
が
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
て
走
行
し

ま
す
の
で
、
火
災
等
と
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

・
４
月
23
日
（
火
）

　

塩
釜
地
区

・
４
月
24
日
（
水
）

　

丸
山
地
区

・
４
月
25
日
（
木
）

　

豊
浜
地
区

※�

午
前
８
時
45
分
頃
か
ら
実

施
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
消
防
署

　

☎
４
７-

２
１
１
９

北
海
道
警
察
官
の

募
集
に
つ
い
て

　

北
海
道
警
察
で
は
、
次
の

と
お
り
北
海
道
警
察
官
を
募

集
し
ま
す
。

■
採
用
年
月
日

　

２
０
２
０
年
４
月
以
降

■
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
、
区
分
に
よ

り
要
件
が
異
な
り
ま
す
。

○
Ａ
区
分

　

�

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
等

を
卒
業
し
た
方
（
２
０
２

０
年
３
月
末
卒
業
見
込
み

の
方
を
含
む
）

○
Ｂ
区
分

　

�

Ａ
区
分
以
外
の
方
（
学
校

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

に
在
学
中
の
方
を
除
く
）

■
受
付
期
間

○
郵
送
・
持
参

　
�

３
月
１
日
（
金
）
か
ら
４

月
12
日
（
金
）
ま
で

○
電
子
申
請

　

�

３
月
１
日
（
金
）
か
ら
４

月
12
日
（
金
）
午
後
５
時

30
分
ま
で

■
試
験
日

○
第
１
次
試
験

　

２
０
１
９
年
５
月
18
日（
土
）

○
第
２
次
試
験

　

２
０
１
９
年
６
月
下
旬
か

ら
７
月
上
旬
の
う
ち
、
第
１

次
試
験
合
格
通
知
時
に
指
定

す
る
期
間
で
実
施
予
定

■
合
格
発
表

○
第
１
次
試
験

　

２
０
１
９
年
５
月
下
旬

○
最
終
合
格
者

　

２
０
１
９
年
８
月
上
旬

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

松
前
警
察
署
警
務
係

　

☎
０
１
３
９-

４
２-

３
１
１
０

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で

は
、
財
政
、
金
融
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
活

躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
、
ま
た
は
平
成

10
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
次
の
要
件
に
該
当

す
る
方

①�

大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び

２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に

短
大
又
は
高
専
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
方

②�

短
大
又
は
高
専
を
卒
業
し

た
方
及
び
２
０
２
０
年
３

月
ま
で
に
短
大
又
は
高
専

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

■
受
験
申
込
期
間

　
�

３
月
29
日
（
金
）
午
前
９

時
か
ら
４
月
10
日
（
水
）

ま
で

※
受
信
有
効

■
受
験
申
込
先
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

�h
ttp
://w

w
w
.jin
ji-

shiken.go.jp/juken.
htm
l

■
第
１
次
試
験
日

　

２
０
１
９
年
６
月
９
日（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
北
海
道
財
務
局

　

人
事
課
人
事
係

　

☎
０
１
１-

７
０
９-

２
３
１
１

　
（
内
線
４
２
５
２
）

渡
島
保
健
所
精
神
保
健
相
談

　

ご
本
人
と
ご
家
族
等
を
対

象
に
、
う
つ
病
、
統
合
失
調

症
、
ひ
き
こ
も
り
、
依
存
症
、

高
次
脳
機
能
障
害
な
ど
の
精

神
疾
患
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
精
神
科

医
等
に
よ
る
相
談
は
毎
月
１

回
、
保
健
師
に
よ
る
相
談
は

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
の
日
程
に
つ
い
て
は
、

渡
島
保
健
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
料
金

　

無
料

■
場
所

　

渡
島
保
健
所

　
（
函
館
市
美
原
４
丁
目
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

渡
島
保
健
所
健
康
支
援
係

　

☎
０
１
３
８-

４
７-

９
５
４
８

新系統名 現系統名

５１０ 快速松前号

５２１ 松前・木古内

５２２ 松前・木古内・松前高校（経由）

５２３ 松前・木古内・知内高校（経由）

４１０ 小谷石

４１１ 小谷石（こもれび温泉経由）
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１ 月 福　ふれあい教室	 13:30～15:00　吉岡総合センター　

２ 火 福　温泉健康相談	 10:30～15:30　吉岡温泉　　　　　

３ 水 福幼　福島幼稚園始業式	 10:00～　福島幼稚園　　　　

４ 木
教　子ども相撲体験教室

	 10:00～12:00　総合体育館　　　　

５ 金

保育　第45回福島保育所入園式

	 9:30～　福島保育所　　　　
保育　福島保育所保護者会総会

	 10:45～　福島保育所　　　　

６ 土

７ 日

８ 月

教　各小中学校始業式
教　福島商業高等学校始業式
教　福島小学校入学式	 10:30～　福島小学校　　　　
教　福島中学校入学式	 13:00～　福島中学校　　　　
教　福島商業高校学校入学式

	 14:30～　福島商業高等学校　

９ 火
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　浜中母と子の家　　

	 13:30～15:00　健康づくりセンター

10 水
福幼　福島幼稚園入園式	 10:00～　福島幼稚園　　　　
福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター

11 木
保育　運動保育	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター

12 金

13 土

14 日 福　がん検診	 7:00～11:00　健康づくりセンター

15 月

16 火
福　ふれあい教室	 13:30～15:00　白符ふれあいセンター
教　移動図書事業	 14:15～　吉岡小学校　　　　

17 水
保育　福島保育所全体集会	 10:00～　福島保育所　　　　
福幼　おめでとう！誕生会	 10:00～　福島幼稚園　　　　

18 木

保育　ＡＬＴ訪問（英語で遊ぼう）

	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　吉岡総合センター　
福　乳幼児健診（ブックスタート事業）　

	 13:30～14:30　健康づくりセンター

19 金
福　育児教室	 10:00～12:00　子育て支援センター

	 13:30～15:00　健康づくりセンター

20 土
福消　春の全道火災予防運動（30日まで）
教　読み聞かせの会	 10:30～11:00　福祉センター図書室

21 日

22 月

保育　防火映画鑑賞	 10:00～　福島保育所　　　　
町　人権相談・行政相談	 13:00～　福島町役場　　　　
福　ふれあい教室	 13:30～15:00　健康づくりセンター
福幼　福島幼稚園家庭訪問週間（4月26日まで）

23 火

福消　火災想定訓練（4月25日まで）
福　ふれあい教室	 10:00～11:30　あづま～る　　　　

	 13:30～15:00　三岳母と子の家　　
教　移動図書事業	 10:15～　福島小学校　　　　

24 水

教　パークゴルフ場オープン（予定）
福　リハビリ教室	 10:00～11:30　健康づくりセンター
保育　福島保育所誕生会	 10:00～　福島保育所　　　　
福幼　ハドソン先生と英語で遊ぼう！

	 9:00～　福島幼稚園　　　　

25 木

保育　福島保育所避難訓練（火災想定）

	 10:00～　福島保育所　　　　
保育　ゆりっこ広場	 10:00～11:30　子育て支援センター
議　議会運営委員会	 13:30～　議員控室　　　　　
福　介護家族交流会	 13:30～15:00　健康づくりセンター

26 金
福消　第34回防火ゲートボール大会　

	 9:00～　町民ゲートボール場

27 土 福幼　絵本の広場	 9:00～　福島幼稚園　　　　

28 日

29 月 昭和の日

30 火

今月の行事予定4 月
April

議 議会事務局　　 (47)2215

総 総務課 (代表 ) (47)3001

企 企画課 (47)3007

税 税務課 (47)4683

町 町民課 (47)4681

福 福祉課 (47)4682

建 建設課 (47)3006

産 産業課 (47)3004

吉 吉岡支所 (48)5211

教 教育委員会 (47)3675

保育 認定こども園福島保育所 (47)3440

福幼 福島幼稚園 (47)2233

福消 福島消防署 (47)2119

観 観光協会 (47)3004

お問い合わせ先　– telephone -
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左から　さとう　こたろうくん　みかげ　そうたくん

ちびっこギャラリー
４月は認定こども園福島保育所　５歳児の皆さんの作品です

はやく春がこないかな

２月風呂の日の当選者

おめでとうございます！

吉岡温泉だより

26日 （金）

吉　野　新山　敬一さん
吉　岡　平沼　博子さん
宮　歌　金澤　貴幸さん
福　島　阿部　颯樹さん
福　島　吉田　克久さん
月　崎　佐 　武夫さん
月　崎　佐 　陽子さん
月　崎　鳴海　吉昭さん
塩　釜　住吉　　正さん
三　岳　滝谷　勝廣さん

４月の風呂の日

●サービスカードのスタンプを１個サービス！
●抽選により回数券（６枚）を１０組にプレゼント！

温泉で心も体もリフレッシュ！
風呂の日は、ちょっと得した気分！
家族みんなで、温泉へ出かけましょう！

知内診療所 知内町字重内31番地130

℡：01392-5-3509
医師：山内賢二（院　長）

医師：山根　　繁

知内消防署

函館信金
知内支店

知内保育園

保健センターと

同じ建物

☆知内診療所

保健センター

（ )

至 福島 至 木古内

隔 週 水 曜 日

月・火・水・木・金

月・火・水・木・金及び第１・３・５土曜日

１４：００～１６：００

　８：００～１２：００

１４：００～１７：００

（受付時間 12:00～）
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○
優
良
運
転
者
講
習（
30
分
講
習
）

　

４
月
11
日
（
木
）
午
後
６
時

福
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
松
前
町
の
講
習

　

４
月
17
日
（
水
）

松
前
町
総
合
セ
ン
タ
ー

●
違
反
講
習　

午
前
10
時

●
優
良
講
習　

午
後
１
時

●
一
般
講
習　

午
後
２
時

●
初
回
講
習　

午
後
３
時
45
分

☆
運
転
免
許
更
新
手
数
料

２
，
５
０
０
円

☆
更
新
時
講
習
手
数
料

○
優
良
運
転
者	

５
０
０
円

○
一
般
運
転
者	

８
０
０
円

○
初
回･

違
反
者	

１
，
３
５
０
円

○
高
齢
者

　

70
歳
～
74
歳	

５
，
６
０
０
円

　

75
歳
以
上	

５
，
２
０
０
円

　

小
型
特
殊
の
み	

２
，
２
５
０
円

２
月
23
日
～
３
月
25
日
届
出
分

　

更
新
時
講
習
を
受
講
す
る
場

合
は
、 

事
前
に
松
前
警
察
署
で

更
新
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
の
で
、 

ご
注
意
願
い

ま
す
。 

　

詳
細
は
、 

松
前
警
察
署
交
通

係 
（
☎
42-

３
１
１
０
） 

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ス ピ ー ド ダ ウ ン キ ャ ン ペ ー ン 実 施 中 ！

☆
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

☆
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

 

亡
く
な
っ
た
方  

年
齢 

地
区
名

加
藤　

弘
行
さ
ん（
78
歳
）館
崎
２

大
坂
屋
チ
イ
さ
ん（
100
歳
）福
島
２

鳴
海　

桂
子
さ
ん（
80
歳
）日
向
２

寺
澤　

幸
子
さ
ん（
68
歳
）丸
山
団
地

田
中　

柾
實
さ
ん（
78
歳
）白
符
１

川
合　

信
行
さ
ん（
92
歳
）館
崎
１

田
口　

助
明
さ
ん（
80
歳
）月
崎
１

お 

名 

前

地
区
名

保
護
者

松
谷　

六り
っ
か花

ち
ゃ
ん

白
符
１
修
造
さ
ん

日曜当番医 人口と世帯
 （平成31年２月末現在） 

前月比

４月７日　やまゆりクリニック
　　14日（松前町立松前病院）
　　21日　小笠原クリニック
　　28日（木古内町国保病院）

人　口 ４，０９２ 人 －９ 人

男 １，９０６ 人 －３ 人

女 ２, １８６ 人 －６ 人

※診療時間は、 午前９時から
　午後３時までです。 　　 世帯数 ２, １１６ 世帯 ＋１ 世帯

第749号

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

経
済
産
業
省
・
北
海
道
・
福
島
町

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

が
あ
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
２
０
１
９
年
６
月
１
日

で
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資

料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

平成31年４月１日発行

ふるさと応援基金
　平成31年3月25日現在までの寄付金が下記のと
おりとなりました。ありがとうございました。

期　間 件 数 寄　付　金
平成18年4月～
平成30年3月 824件 25,986,222円

平成30年4月～
平成31年3月 80件 1,190,000円

小　 計　 ① 904件 27,176,222円

使ったお金② 8件 1,939,000円

①－② 25,237,222円

わが家のアイドルで～す

阿あ

部べ　

結ゆ

華な 

ち
ゃ
ん

平
成
29
年
２
月
１
日
生
ま
れ

父　

阿
部　

奨　

さ
ん
（
美
山
）

わが家のアイドル募集中 !
このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています！掲載を希望
される方は、企画課広報広聴係（☎47－3007）までご連絡ください。

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
、

わ
が
ま
ま
な
ゆ
な
で
す
。

お
う
ち
の
方
よ
り
一
言

福島町ふるさと応援基金事業を募集しています！
詳しい内容は、 町ホームページで！

お問い合わせ先 企画課　企画係 ☎47-3007
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